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このガイドについて

こ のガ イ ド では、 Novell® eGuide 2.1.2 を作成および使用する方法について説明し ます。
対象はネ ッ ト ワーク管理者で、 次のセ ク シ ョ ンから構成されています。

1 章 11 ページの、 「eGuide 製品の概要」

2 章 13 ページの、 「eGuide のイ ン ス ト ール」

3 章 19 ページの、 「eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ の使用」

4 章 37 ページの、 「eGuide ク ラ イ アン ト へのア ク セス」

5 章 39 ページの、 「スキンやテーマの追加」

6 章 41 ページの、 「役割ベースサービ スの使用」

特定の設定状況について説明し た付録も含まれています。

43 ページの付録 A、 「Web サーバ と ツール」

45 ページの付録 B、 「Eguide.cfg フ ァ イル内の設定」

57 ページの付録 E、 「eGuide ア ク シ ョ ン コマン ド 」

51 ページの付録 D、 「UI ハン ド ラ」

マニュアルの更新

Novell eGuide の最新バージョ ンのマニュ アルについては、Novell documentation Web サイ ト
(http://www.novell.com/documentation/japanese/eguide211) を参照し てく ださ い。

その他のマニュアル

eGuide は、 Novell eDirectoryTM や Novell iManager など、 多 く の Novell 製品 と と もに動作
し ます。

Novell eDirectory およ び iManager のイ ンス ト ールと 実行に関する マニュ アルについては、
Novell Documentation Web サイ ト  (http://www.novell.com/documentation) を参照し てく ださ い。

マニュアルの表記規則

こ のマニ ュ アルでは、 「よ り 大きい」 記号 (>) を使用し て手順内の操作 と相互参照パス内
の項目の順序を示し ます。

商標記号 (® や TM など ) は、 Novell の商標を示し ます。 ア ス タ リ ス ク (*) は、 サード パー
テ ィ の商標を示し ます。
このガイドについて 9
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パス名の表記に円記号 (¥) を使用するプラ ッ ト フ ォーム と ス ラ ッ シ ュ (/) を使用するプ
ラ ッ ト フ ォームがあ り ますが、 こ のマニ ュ アルでは円記号を使用し ます。 UNIX* などの
よ う に ス ラ ッ シ ュ を使用する プ ラ ッ ト フ ォームのユーザは、 必要に応じ て円記号を ス
ラ ッ シ ュに置き換えて く だ さい。
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1 eGuide 製品の概要

こ のセ ク シ ョ ンでは、次のよ う な Novell® eGuide 2.1.2 ソ フ ト ウ ェ アの概要について説明
し ます。

11 ページの 「製品の説明」

11 ページの 「主要な機能」

12 ページの 「バージ ョ ン 2.1.2 の新機能」

製品の説明

eGuide は、 重要な人物、 場所、 物事などに関するすべての情報を従業員が必要に応じ て
検索でき る よ う にする Web アプ リ ケーシ ョ ンです。こ のシンプルなブラ ウザベースの ソ
リ ューシ ョ ンによ り 、従業員は LDAP データ ソースの場所に関係な く 必要情報を検索で
き る よ う にな り ます。

eGuide はア ド レ ス帳に似ていますが、 通常のア ド レ ス帳と は異な り 、 プ ラ ッ ト フ ォーム
や特定のアプ リ ケーシ ョ ンに依存し ません。 Web サーバに対する権利を持っているユー
ザであれば、 標準的な Web ブ ラ ウザか ら eGuide にア ク セスでき ます。

eGuide を使用する と、Novell eDirectoryTM だけでな く 、複数の LDAP データ ソース を同時
に検索でき ます。 た と えば、 あ る会社が別の会社を吸収し た場合、 2 つのデ ィ レ ク ト リ
を同時に参照でき る eGuide を使用すれば、 両方の会社の個人別電話帳を組み合わせた
も のを簡単に作成でき ます。

eGuide は広 く 一般に普及し ているプラ ッ ト フ ォーム上で動作し、Microsoft* NetMeeting*
や AOL* Instant Messenger* などの リ アルタ イ ム コ ラ ボレーシ ョ ンツール、 電子 メ ール、
イ ン ス タ ン ト メ ッ セージン グに対応し ています。 検索対象の人物を見つけ る と、 電子
メ ール、 イ ン ス タ ン ト メ ッ セージング、 ビデオ会議など、 その と きの状況に応じ たタ イ
プの通信を開始でき ます。

主要な機能

表示と 管理は HTML、 XML、 XSL などの規格に基づいて行われるので、 設定および
使用が容易で、 高度なカ ス タマイ ズが可能です。

高度な検索機能が用意されているので、 あ ら ゆる属性について検索でき ます。

データハン ド ラ コ ン ト ロールによ り 、 任意の方法で情報を表示でき ます。

eDirectory の属性に基づいて組織チャー ト が自動的に生成されます。

コ ンテキス ト レ ス ロ グ イ ン、 cookie、 eDirectory のパス ワード 制限など を含む、 匿名
認証モード と ユーザ認証モード がサポー ト されています。

認証検索では、eDirectory のア ク セス制御 リ ス ト が使用され、家庭の電話番号など特
定の属性情報にユーザがア ク セスでき るかど う かが決定されます。
eGuide 製品の概要 11
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eGuide は、Novell iChain® および Novell Portal Services と シーム レ スに動作し ます。ま
た、 DirXML® 同期プロ ジ ェ ク ト に対する優れたア ド オン と し て も機能し ます。

eGuide は、eDirectory などの LDAP 対応デ ィ レ ク ト リ サービ ス と互換性があ り ます。

バージョン 2.1.2 の新機能

iManager 2.0 で使用されている役割ベースサービ ス (RBS) のサポー ト

iManager 1.5.x と の下位互換性

すべての認証フ ォームのサポー ト など、 iChain のサポー ト の拡張

新しい検索属性フ ィ ルタ機能

SSL (Secure Socket Layer) の自動設定

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード の改善

カ ウ ン タの改良

次の手順

eGuide のイ ン ス ト ール方法については、2 章 13 ページの、「eGuide のイ ン ス ト ール」
を参照し て く だ さ い。

eGuide の設定と 管理については、3 章 19 ページの、「eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ の使
用」 を参照し て く だ さ い。

eGuide ク ラ イ アン ト の使用方法については、4 章 37 ページの、「eGuide ク ラ イ アン ト
へのア ク セス」 を参照し て く だ さ い。
12   Novell eGuide 2.1.2 管理ガイド
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2 eGuide のインストール

Novell® eGuide 2.1.2 を イ ン ス ト ールするには、 次の手順に従います。

1. ネ ッ ト ワーク が必要条件を満た し ているか確認し ます。 詳細については、 13 ページ
の 「システム要件」 を参照し て く だ さい。

2. ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし ます。 詳細については、 14 ページの 「イ ン ス ト ール
プロ グ ラ ムの実行」 を参照し て く だ さい。

3. 使用し ている LDAP 環境について把握し ます。 詳細については、 15 ページの 「LDAP
環境設定」 を参照し て く だ さい。

4. eGuide ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード を使用し て、 eGuide ソ フ ト ウ ェ アを設定し
ます ( 初めはセ ッ ト ア ッ プのみ行います )。 詳細については、 17 ページの 「eDirectory
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド の実行」 を参照し て く だ さい。

eGuide をバージ ョ ン 2.1 にア ッ プグレード する場合は、 18 ページの 「eGuide 2.1.2 への
ア ッ プグレー ド」 を参照し て く だ さ い。

システム要件

最小要件

eGuide 2.1.2 ソ フ ト ウ ェアを実行する ための最小システム要件は、 次の と お り です。

システムコンポーネント 最小要件

オペレーティングシステム NetWare 6 with Support Pack 3 以降

Red Hat* Linux* 7.3

Solaris* 8

Windows* 2000/XP ( 推奨 ) または Windows NT*

AIX 5L

Web サーバ Windowsプラットフォームで動作するInternet Information Server
(IIS) 4.0 以降

Apache HTTP サーバ 1.3.26 以降

Apache のインストール方法については、Apache のマニュアル

Web サイト (http://httpd.apache.org/docs-2.0/) を参照してくだ

さい。
eGuide のインストール 13
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インストールプログラムの実行

イ ンス ト ールプロ グラ ムの実行方法は、eGuide のイ ンス ト ール先サーバのプラ ッ ト フォ ー
ムによ って異なり ま す。 eGuide は、 NetWare® 6.5 などの大き なパッ ケージの一部と し ても
イ ンス ト ールでき ま す。

重要 : eGuide をバージョン 2.1 にアップグレードする場合は、18 ページの「eGuide 2.1.2 へのアップグレー

ド」を参照してください。

NetWare の場合

1 次のフ ァ イルを NetWare サーバの sys: ボ リ ュームにコ ピーし ます。

/install/netware/eguideinstall.jar

こ のパスは、 eGuide のフ ァ イルの展開先デ ィ レ ク ト リ を示し ています。

2 NetWare サーバコ ン ソールで、 次のコマン ド を入力し ます。

java -cp full_path/eGuideInstall.jar install

full_path の部分は、eguideinstall.jar フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド先デ ィ レ ク ト リ のパスに
置き換えて く だ さ い。

3 表示される指示に従います。

Webアプリケーションサーバ Tomcat サーブレットコンテナバージョン 3.3a、3.3.1、または
3.3.1a

メモ : Tomcat は、Windows NT では最適なパフォーマンスを

得られません。

Tomcat のインストール方法については、Apache Jakarta の

Web サイト (http://jakarta.apache.org/tomcat/tomcat-4.1-doc/
index.html) を参照してください。

Sun* Java* 2 Standard Edition (J2SE) 1.3.1 以降

IBM* Java 1.3.1 for AIX

Java 仮想マシン (JVM*) バージョン 1.3.1 以降

LDAP ディレクトリ LDAP v3 のサポート

eGuideとともに、LDAPディレクトリとしてNovell eDirectoryTM

( 以前の NDS®) を使用する場合は、バージョン 8 以降が最小

要件です。パスワードセキュリティをサポートするには、バー
ジョン 8.5 以降が必要です。役割ベースサービスをサポートす

るには、バージョン 8.6.2 以降が必要です ( バージョン 8.7.1
を推奨します )。

クリアテキスト接続の場合は、クリアテキストパスワードを

使用します。eDirectory 8.7.1 では、デフォルトでクリアテキ

ストパスワードが無効になっています。

eGuide 管理ユーティリティ

のブラウザ

Netscape* 7 以降

Internet Explorer 5.5 SP2 以降

eGuide クライアントの

ブラウザ

Netscape 4.78 以降 ( バージョン 7 を推奨 )

Internet Explorer 5.0 以降 ( バージョン 6 を推奨 )

システムコンポーネント 最小要件
14   Novell eGuide 2.1.2 管理ガイド
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Windows の場合

1 Windows のエ ク スプローラ または ［フ ァ イル名を指定し て実行］ を使用し て、 次の
フ ァ イルを実行し ます。

\install\win\eguideinstall.exe

こ のパスは、 eGuide のフ ァ イルの展開先デ ィ レ ク ト リ を示し ています。

2 表示される指示に従います。

UNIX の場合

1 シ ェルを開いて、 /install/unix デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

こ のパスは、 eGuide のフ ァ イルの展開先デ ィ レ ク ト リ を示し ています。

重要 : インストールプログラムを実行するには、PATH 環境変数が Java 仮想マシンの場所 (/usr/java/bin
など ) を参照している必要があります。

2 次のコマン ド を入力し ます。

sh ./eguideinstall.bin
3 表示される指示に従います。

LDAP 環境設定

eGuide は、 LDAP ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンです。 eDirectory などの LDAP 準拠デー
タ ソ ース にある データ を扱う こ と ができ ま す。 eGuide の設定プロ セス には、 LDAP データ
ソ ース を識別する 方法と そのデータ ソ ース に eGuide でアク セス する 方法が含ま れま す。
eGuide を設定する 前に、 LDAP サーバについて知っておく べき こ と がいく つかあり ま す。

15 ページの 「匿名の使用」

16 ページの 「eGuide プロ キシユーザ」

16 ページの 「TLS(Transport Layer Security) の使用」

匿名の使用

LDAP サーバの特徴は、 匿名バイ ン ド を使用し てデータにア ク セスでき る こ と です。 匿
名はゲス ト アカ ウ ン ト と考え る こ と ができ ます。 匿名バイ ン ド を使用する と 、 ユーザは
自分自身を識別させずに LDAP データにア ク セスでき ます。 匿名を使用する場合は通
常、 LDAP サーバ上のデータへのア ク セスには制限が加え られます。 そのため、 ア ク セ
スでき ないオブジェ ク ト があった り 、 オブジ ェ ク ト の一部の属性にしかア ク セスでき な
かった り する場合があ り ます。

eDirectory では、 匿名ユーザは、 [Public] と い う 名前の疑似オブジェ ク ト に割 り 当て られ
た権利か、 LDAP プロ キシユーザオブジ ェ ク ト に割 り 当て られた権利を持ちます。

デフ ォ ルト では、匿名ユーザはディ レ ク ト リ 内のオブジェ ク ト に対し て [Public] と 同じ
権利を 与えら れま す。 ツ リ ーを 作成する と 、 [Public] にはツ リ ーのルート に対する ブラ
ウ ズ 権が与え ら れま す。 そのた め、 デフ ォ ルト で同様の権利が与え ら れて いる 匿名
LDAP 接続のユーザも 、ツ リ ー内のオブジェ ク ト と 名前のリ ス ト を 表示でき ま す。ただ
し 、 匿名 LDAP 接続ではオブジェ ク ト の属性を 表示する こ と はでき ま せん。

eGuide では、 検索操作に主と し て LDAP を使用し ます。 検索操作を行 う には、 検索対象
の属性に対する読み込み権が必要です。 た と えば、 Jones と い う 姓のユーザをすべて検
索するには、姓の属性に対する読み込み権がLDAP接続に必要です。デフ ォル ト の[Public]
オブジ ェ ク ト によ って与え られるブラ ウ ズ権は、 LDAP 検索操作には不十分です。
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iManager では、 ツ リ ーの一部に ト ラ ステ ィ と し て [Public] を指定する こ と で、 オブジ ェ
ク ト と その属性に対する特定の権利を与え る こ と ができ ます。

LDAP プロ キシユーザを指定する こ と もでき ます。 LDAP プロ キシユーザを指定し た場
合、 匿名アカ ウ ン ト は、 [Public] に与え られた権利ではな く Proxy オブジェ ク ト の権利
を使用し ます。 iManager では、 LDAP プロ キシユーザを作成し、 それを ツ リ ーの一部に
対する ト ラ ステ ィ と し て指定する こ と で、 オブジ ェ ク ト と その属性に対する特定の権利
を与え る こ と ができ ます。 LDAP プロ キシオブジ ェ ク ト の DN を指定するには、 LDAP
Group オブジェ ク ト を編集し ます。 LDAP Proxy オブジ ェ ク ト には、 NULL パス ワー ド を
設定し ないで く だ さい。

つま り 、 LDAP データ ソース と し て eDirectory を使用する場合、 eGuide の設定時に ［匿
名を使用］ を選択すれば、 [Public] または LDAP プロ キシユーザに割 り 当て られた権利
を使用し て eGuide で検索を行え る よ う にな り ます。

eGuide プロキシユーザ

も う 1 つのオプシ ョ ン と し て、eGuide プロ キシユーザを作成し てそれを ツ リ ーの一部の
ト ラ ステ ィ と し て指定し、 オブジェ ク ト と その属性に対する特定の権利を与え る方法も
あ り ます。 eGuide プロ キシユーザは LDAP プロ キシユーザ と 同じ よ う に機能し ますが、
LDAP プロ キシがすべての LDAP 匿名バイ ン ド に適用されるのに対し て、eGuide プロ キ
シユーザは eGuide アプ リ ケーシ ョ ンについてのみ有効です。

LDAPデ ィ レ ク ト リ へのバイ ン ド に匿名を使用するか eGuide プロ キシユーザを使用する
かは、 eGuide の設定時に指定し ます。

どち ら を指定し た場合で も、eGuide を使用し て検索できない と きは、 eGuide への権利付
与に使用し たアカ ウ ン ト の権利が不十分だった こ と が原因 と考え られます。

TLS(Transport Layer Security) の使用

対象 と な る LDAP シス テムにおいてセキ ュ ア接続がどのよ う に処理されるかについて
も、 知ってお く 必要があ り ます。 問題 と な るのは、 eGuide アプ リ ケーシ ョ ン と LDAP
サービ スの間の接続です。 LDAP サービ スがセキ ュ ア接続を使用する よ う に設定されて
いる場合は、 eGuide でも セキ ュ ア接続を使用する よ う に設定する必要があ り ます。 こ の
設定を行 う には、 eGuide ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード で ［SSL を有効にする］ オプ
シ ョ ンを選択し ます。

eDirectory 8.7 では、 セキ ュ ア LDAP 接続に TLS(Transport Layer Security) を使用し ます。
TLS は、 SSL(Secure Socket Layer) のオープ ン ソ ー ス イ ン プ リ メ ン テーシ ョ ン です。
eDirectory の LDAP サービ スには、 TLS に関し て 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

オプション 1: パスワードとの単純バインドに TLS を必要とする

eDirectory 8.7 のデフ ォル ト では、 パス ワード を使った単純なバイ ン ド に TLS が必要で
す。 こ の設定を変更するには、 LDAP サービ スの LDAP グループオブジ ェ ク ト を編集し
ます。 ただ し Novell では、 こ の設定をオンにし て、 LDAP サービ スへのバイ ン ド に使用
するパス ワー ド を暗号化する こ と をお勧めし ます。

オプション 2: すべての操作に TLS を必要とする

こ のオプシ ョ ンを表示または変更するには、iManager を使用し てLDAPサービ スのLDAP
Server オブジ ェ ク ト を編集し ます。 こ のオプシ ョ ンをオンにする と 、 LDAP のすべての
要求操作 と返信操作が暗号化されます。 デフ ォル ト では、 こ のオプシ ョ ンはオフになっ
ています。
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TLS オプシ ョ ン 1 と オプシ ョ ン 2 のいずれかをオンにし た場合、 ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ン ( こ の場合は eGuide) は、LDAP サービ スへのバイ ン ド に TLS を使用し ます。
ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが TLS を使用せずにバイ ン ド し よ う と する と、 「無効な
認証プロ キシア ク セス情報です。 サーバへの認証が行えませんでし た。 」 と い う エラー
メ ッ セージが表示されます。

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド を使用し て eGuide を設定する と きは、 ［SSL を有効に
する］ チェ ッ ク ボ ッ ク スが表示されます。 LDAP サービ スでいずれかの TLS オプシ ョ ン
を設定し た場合は、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする必要があ り ます。

匿名を使用する場合、 単純な LDAP バイ ン ド にはパス ワー ド が使用されないので、 ク
イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード で ［SSL を有効にする］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする
必要はあ り ません。

TLS はパフ ォーマン ス を大き く 低下させます。 同じ セキ ュ ア ド メ イ ン内にあ るサーバ上
で eGuide と eDirectory の両方を実行し ている場合は、TLS を無効にし た方がパフ ォーマ
ン スが向上し ます。

eDirectory クイックセットアップウィザードの実行

eGuide を使用するには、あ らかじめク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード を実行し てお く 必
要があ り ます。 eGuide を イ ン ス ト ールし た後、 次の作業を行って く だ さ い。

1 ブラ ウザで次の URL にア ク セス し ます。

http://web_server:port_number/eGuide/admin/index.html ( 大文字 と小文字を正し く 入力
し て く だ さ い )

web_server の部分は、 eGuide を イ ン ス ト ールし た Web サーバのホ ス ト 名または IP
ア ド レ スに置き換えて く だ さ い。

注 : ポート番号は、Web サーバの設定によって異なります。

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード を起動できない場合は、 Web サーバまたはサーブ
レ ッ ト エンジンの設定を変更し て、 eGuide アプ リ ケーシ ョ ンにア ク セスでき る よ う
にする必要があ り ます。 設定の要件は、 Web サーバによ って異な り ます。 詳細につ
いては、 Web サーバのマニュ アルを参照し て く だ さ い。 設定を変更し た後は、 Web
サーバ と サーブレ ッ ト エンジンを再起動する必要があ り ます。

2 画面の指示に従って、 eGuide で検索する最初の LDAP データ ソース を設定し ます。

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード が終了する と 、 eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ が自動
的に起動し ます。 管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と 、 eGuide の設定と カ ス タ マイ ズ
を さ ら に詳し く 行えます。詳細については、3 章 19 ページの、「eGuide 管理ユーテ ィ
リ テ ィ の使用」 を参照し て く だ さ い。

通常は詳し く 設定し な く て も eGuide の使用を開始でき ますが、次のよ う な場合は詳
しい設定が必要です。

ウ ィ ザード で設定し た LDAPデータ ソースに、eGuideがデフ ォル ト で使用する ス
キーマ ク ラ スが含まれていない場合。

デフ ォル ト では、 eGuide は User と い う 検索カテゴ リ を作成し、 こ のカテゴ リ に
InetOrgPerson、 OrganizationalPerson、 Person と い う ス キーマ ク ラ ス を追加し よ う
と し ます。 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード で設定し た LDAP データ ソースに
これらの ク ラ スのいずれかが存在し ない場合は、 User 検索カテゴ リ に 1 つ以上
のス キーマ ク ラ ス を追加し て、 LDAP データ ソ ース内のすべての必要情報に
eGuide がア ク セスでき る よ う にし ます。 検索カテゴ リ にスキーマ ク ラ ス を追加
する方法については、 26 ページの 「検索カテゴ リ に対する ス キーマ ク ラ スの追
加と 削除」 を参照し て く だ さ い。
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ウ ィ ザード で入力し た認証アカ ウ ン ト 情報が eGuide のデフ ォル ト のプロ キシア
カ ウ ン ト 情報 と し て使用されるのを許可し ない場合。 eGuide で追加のプロ キシ
アカ ウ ン ト 情報を設定する方法については、 22 ページの 「LDAP 設定の編集」
を参照し て く だ さ い。

eGuide 2.1.2 へのアップグレード

eGuide 2.1.2 にア ッ プグレー ドする場合、 既存の eGuide デ ィ レ ク ト リ 構造を保持するか
上書きするかを選択でき ます。

重要 : eGuide 2.1.2 にアップグレードした後、eGuide 管理コンソールを使用して役割ベースサービスにアク

セスすると、サーバはサーブレット 500 エラーを戻します。このエラーを解決するには、クリーンインス
トールした eGuide 2.1.2 の \lib ディレクトリをエラーが発生した eGuide 2.1.2 サーバにコピーして、Tomcat
を再起動します。この問題の詳細については、TID 10087097 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/10087097.htm) を参照してください。

eGuide 2.1.2 イ ンス ト ールプロ グラ ムの実行中は、 ［Backup Existing Settings (Recommended)
( 既存の設定のバッ ク ア ッ プ ( 推奨 ))］ チェ ッ ク ボ ッ ク スが表示されます。 こ のチェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 次の処理が行われます。

config、 plugins、 templates デ ィ レ ク ト リ の名前がそれぞれ config_old、 plugins_old、
templates_old に変更されます。 新しいバージ ョ ンの config、 plugins、 templates デ ィ
レ ク ト リ が作成されます。

config_old、 plugins_old、 templates_old ディ レ ク ト リ がすでに存在し ている 場合は、 現
バージョ ンの config、plugins、templatesディ レ ク ト リ の名前が config_old2、plugins_old2、
templates_old2 に変更さ れま す。 directoryname_old2 がすでに存在し ている 場合は、 最
高 99 ま での数字を 順に使用し て名前が変更さ れま す。 ど れが最新のイ ンス ト ール
バッ ク アッ プディ レ ク ト リ である か不明な場合は、 ディ レ ク ト リ のタ イ ムス タ ンプ
を調べてく ださ い。

プロパテ ィ デ ィ レ ク ト リ 内のシ リ アルフ ァ イル (*.ser) がすべて削除されます。

注 : eGuide 2.1.x では、ser ファイルの代わりに XML ファイルが使用されます。

キーと 値の新し いペアはすべて、 \WEB-INF\classes\com\novell\eguide\language ディ
レ ク ト リ に保存さ れている 既存のリ ソ ース バンド ルに追加さ れま す。

［Backup Existing Settings (Recommended)( 既存の設定のバッ ク ア ッ プ ( 推奨 ))］ ボ ッ ク ス
をオフにする と、 既存のプロパテ ィ デ ィ レ ク ト リ が削除されて イ ン ス ト ールが続行し
ます。

eGuide のアンインストール

eGuide をアン イ ン ス ト ールするには、イ ン ス ト ール時に作成された eguide デ ィ レ ク ト リ
を削除し ます。 デフ ォル ト では、 こ のデ ィ レ ク ト リ のイ ン ス ト ール場所への相対パスは
...\webapps\eguide です。

NetWare サーバか ら eGuide をアン イ ン ス ト ールする と きは、nwconfig ユーテ ィ リ テ ィ の
「アプ リ ケーシ ョ ンの追加と 削除」 機能を使用でき ます。

次の手順

eGuide ク ラ イ アン ト の設定と 管理については、 3 章 19 ページの、 「eGuide 管理ユー
テ ィ リ テ ィ の使用」 を参照し て く だ さ い。

eGuide ク ラ イ アン ト の使用方法については、4 章 37 ページの、「eGuide ク ラ イ アン ト
へのア ク セス」 を参照し て く だ さ い。
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3 eGuide 管理ユーティリティの使用

Novell® eGuide 2.1.2 の管理と 設定を行う には、eGuide 管理ユーティ リ ティ を使用し ま す。
こ のセク ショ ンでは、管理ユーティ リ ティ で使用でき る 機能の概要について説明し ま す。

役割ベースサービ ス (RBS) を管理するには、 Novell iManager を使用し ます。 詳細につい
ては、iManager のマニュ アル (http://www.novell.com/documentation/japanese/imanager20) を
参照し て く だ さい。

eGuide 管理ユーティリティへのアクセス

管理ユーテ ィ リ テ ィ にア ク セスするには、互換性があ るブラ ウザ (Internet Explorer 5.5 以
降または Netscape 6.2 以降を推奨 ) を使用し て、 次のいずれかの操作を行います。 

次の URL にア ク セス し ます。 大文字 と小文字を正し く 入力し て く だ さ い。

http://web_server/eGuide/admin/index.html

web_server の部分は、 eGuide のイ ン ス ト ール先 Web サーバのホス ト 名または IP ア
ド レ スに置き換えて く だ さ い。 ポー ト 番号が必要な場合も あ り ます。

ク イ ッ ク セッ ト アッ プウ ィ ザード で指定し た管理ユーザと し て eGuide ク ラ イ アント に
ロ グイ ンし 、［ 管理ユーティ リ ティ ］ アイ コ ンをク リ ッ ク し ま す。

重要 : ［管理ユーティリティ］アイコンを使用できるのは、eGuide 管理者として指定された認証ユーザ

だけです。詳細については、28 ページの「管理者の役割」を参照してください。

eGuide 管理ユーティリティの使用

次の設定オプシ ョ ンを切 り 替え るには、 管理ユーテ ィ リ テ ィ の左パネルを使用し ます。

19 ページの 「環境設定」

27 ページの 「表示」

28 ページの 「セキ ュ リ テ ィ 」

30 ページの 「レポー ト 機能」

環境設定

こ の画面には、 次の設定オプシ ョ ンが含まれています。

20 ページの 「LDAP データ ソース」

27 ページの 「属性ラベル」
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LDAP データソース

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次の LDAP データ ソース設定作業について説明し ます。

20 ページの 「LDAP データ ソースの追加」

21 ページの 「LDAP データ ソースの有効 / 無効」

21 ページの 「LDAP データ ソースの削除」

21 ページの 「デ ィ レ ク ト リ の認証設定の変更」

22 ページの 「LDAP データ ソースの設定 と属性の編集」

25 ページの 「LDAP ス キーマの更新」

25 ページの 「検索カテゴ リ の変更」

LDAP データソースの追加

LDAP データ ソース を追加する と、 eGuide セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド の実行時に追加し た
最初のデ ィ レ ク ト リ におけ る User 属性の設定 と マ ッ ピ ングが eGuide によ って使用され、
新しいデ ィ レ ク ト リ の User カテゴ リ が作成されます。 し たがって、 変更が必要な場合
は、 新しいデ ィ レ ク ト リ を追加する前に最初のデ ィ レ ク ト リ におけ る User 属性の設定
と マ ッ ピ ングを変更する こ と をお勧めし ます。 詳細については、 24 ページの 「LDAP 属
性の編集」 を参照し て く だ さい。

eGuide のマルチス レ ッ ド検索機能を利用する と、検索のパフ ォーマン ス を向上させる こ
と ができ ます。 た と えば、 1 つの大きなデ ィ レ ク ト リ を eGuide 内で複数のデ ィ レ ク ト リ
に分割し、 それぞれが異な る検索ルー ト を参照する よ う に設定でき ます。 こ の方法で分
割するデ ィ レ ク ト リ にユーザの認証が必要な場合は、 各デ ィ レ ク ト リ の設定を認証グ
ループの一部 と し て指定し て く だ さ い。認証グループ機能の詳細については、 21 ページ
の 「デ ィ レ ク ト リ の認証設定の変更」 を参照し て く だ さい。

eGuide で検索するデ ィ レ ク ト リ の リ ス ト に LDAP データ ソース を追加するには、次の手
順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ > ［新規］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP 設定］ページで、デ ィ レ ク ト リ 名、ホ ス ト 名 (DNS 名または IP ア ド レ ス )、ポー
ト 番号を指定し ます。 こ の 3 つは必ず指定し て く だ さ い。

他の設定はすべてオプシ ョ ンです。 詳細については、 22 ページの 「LDAP 設定の編
集」 を参照し て く だ さ い。

重要 : ディレクトリ名に使用できるのは、英数字とアンダースコア (_) だけです。この名前は管理ユー
ティリティ内の識別名としてのみ使用され、ディレクトリを追加した後では変更できません。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［属性］ ページまたは ［詳細］ ページにア ク セスするには、 必須情報を入力し て ［保
存］ を ク リ ッ クする必要があ り ます。

4 ［属性］ を ク リ ッ ク し、eGuide ユーザに表示と 検索を許可でき る よ う に LDAP 属性を
設定し ます。

詳細については、 24 ページの 「LDAP 属性の編集」 を参照し て く だ さい。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［LDAP データ ソース］ を ク リ ッ ク し、 追加し たデ ィ レ ク ト リ について ［ロ グ イ ン
サーバ］、 ［認証グループ］、 ［有効］ を変更し ます。

これら の設定の詳細については、 21 ページの 「デ ィ レ ク ト リ の認証設定の変更」 と
21 ページの 「LDAP データ ソースの有効 / 無効」 を参照し て く だ さい。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。
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LDAP データソースの有効 / 無効

デ ィ レ ク ト リ を使った検索をユーザに許可するかど う かは、 ［有効］ 設定に よ って指定
し ます。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ を ク リ ッ ク し ます。

2 目的のデ ィ レ ク ト リ について ［有効］ を選択するか、 選択解除し ます。

LDAP データソースの削除

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ を ク リ ッ ク し ます。

2 目的のデ ィ レ ク ト リ について ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

ロ グ イ ンサーバ と し て指定し たデ ィ レ ク ト リ は削除でき ません。

ディレクトリの認証設定の変更

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ロ グ イ ン ( 認証 ) サーバ と し て指定するデ ィ レ ク ト リ について 「ロ グ イ ンサーバ］ を
ク リ ッ ク し ます。

eGuide に対する認証が必要なすべてのユーザ と 管理者について、 識別名と パス ワー
ド がロ グ イ ンサーバデ ィ レ ク ト リ 内に存在し ている必要があ り ます。 た と えば、 編
集可能属性をユーザまたはユーザ管理者が変更する場合には、 認証が必要です。 ま
た、認証されたユーザでなければ eGuide にア ク セスでき ないよ う に設定する こ と も
でき ます。 詳細については、 29 ページの 「制限」 を参照し て く だ さ い。

警告 : ログインサーバの指定を別のディレクトリに変更した場合は、新しく指定したディレクトリ内にす

べてのユーザ管理者および eGuide 管理者の識別名がない限り、［管理者の役割］設定は無効になります。

3 ( 状況によ って実行 ) ［ロ グ イ ンサーバ］ の指定を変更し た場合は、 次の手順に従い
ます。

3a ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 新たにロ グ イ ンサーバ と し て指定し たデ ィ レ
ク ト リ について ) > ［LDAP 設定］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3b 必要に応じ て ［認証ユーザ名］、 ［認証パス ワード ］、 ［認証検索ルー ト ］ の設定
を変更し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 22 ページの 「LDAP 設定の編集」 を参照し て く だ さ い。

3c ［General( 全般 )］ を選択し、 有効な ［ユーザ認証キー］ を選択し て、 ［保存］ を
ク リ ッ ク し ます。

3d ［管理者の役割］ を ク リ ッ ク し、 新しいロ グ イ ンサーバのユーザを使用し て管理
者の役割 リ ス ト を変更し ます。

4 目的のデ ィ レ ク ト リ について ［認証グループ］ を選択するか、 選択解除し ます。

［認証グループ］ を選択し た場合、そのデ ィ レ ク ト リ における検索ではユーザの認証
アカ ウ ン ト 情報が使用されます。 あ るデ ィ レ ク ト リ の編集可能属性の変更をユーザ
およびユーザ管理者に許可するには、 そのデ ィ レ ク ト リ を認証グループの一部 と し
て設定する必要があ り ます。

重要 : あるディレクトリについて［認証グループ］を選択するのは、目的のユーザの識別名およびパス

ワードをディレクトリとログインサーバディレクトリの両方で使用できる場合だけにしてください。

［認証グループ］ の選択を解除し た場合は、そのデ ィ レ ク ト リ のデフ ォル ト のプロ キ
シアカ ウ ン ト 情報が使用されます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。
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LDAP データソースの設定と属性の編集

eGuide で LDAP データ ソース を使用するには、各種設定の調整、 テンプレー ト キー名へ
の属性のマ ッ ピング、 ユーザが検索でき る属性の決定、 ユーザが自分で変更でき る属性
の決定などが必要です。

LDAP 設定の編集

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ につ
いて ) > ［LDAP 設定］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 次の表を参照し て、 必要な変更を行います。

LDAP 設定

設定 目的

有効 ディレクトリを検索できるようにする場合に選
択します。

［有効］の設定は［LDAP データソース］ページ

にも表示されます。

ディレクトリ名 ディレクトリを追加したときに指定されます。変
更はできません。

ホスト名 LDAP サーバの IP アドレスまたは DNS ホスト名

を指定します。

重要 : 初期設定後に、スキーマが同じように設定

されている別のLDAPサーバを参照するようにホ

スト名を変更できます。スキーマの設定が異なる
場合は、現在のディレクトリを削除し、新しいホ
スト名情報を使用して新しいディレクトリを追
加します。

ポート LDAP サーバのポート番号を指定します。

SSL を有効にする SSL を有効にする場合に選択します。

重要 : この設定が有効なのは、LDAP サーバ上で

SSL を設定している場合だけです。

保護ポート ［SSL を有効にする］を選択した場合に、保護ポー

ト番号を指定します。

検索ルート 検索ルートにするコンテナの識別名
(「o=acmecorp」など ) を入力します。

サブコンテナを検索 ルートコンテナ内のサブコンテナで検索に含め
るものを指定します。次のいずれかのオプション
を選択します。

［One(ルートレベル)］: 検索ルートレベルにある

すべてのエントリとルート識別名を含めます。

［Sub( サブレベル )］: ルートレベルよりも下位

にあるすべてのエントリとルート識別名を含
めます。
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3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

最大検索エントリ 1回の検索で得られる検索結果エントリの最大数

を指定します。

効率よく検索するには、100 ～ 200 の値を設定し

ます。1000 を超える値は設定しないでください。

プロキシユーザ名 LDAP 形式 (「cn=admin,o=acmecorp」など ) を
使用して検索プロキシ識別名を指定します。この
フィールドを空白にした場合は、匿名アカウント
情報またはLDAPサーバのプロキシアカウント情

報 ( 定義されている場合 ) が LDAP クエリで使用

されます。

プロキシパスワード 検索プロキシのパスワードを指定します。

認証グループ ディレクトリを認証グループに含める場合に選択
します。eGuide では、ユーザの認証されたアカウ

ント情報を使用して認証グループのディレクトリ
にアクセスします。認証グループに含まれていな
いディレクトリに対しては、eGuide はデフォルト

のプロキシアカウント情報を使用します。

認証ユーザ名 ログインサーバとして指定されたディレクトリ
を設定する場合にのみ有効です。

LDAP 形式 (「cn=admin,o=acmecorp」など ) を
使用して認証プロキシの識別名を入力します。
eGuide のコンテキストレスログインでは、完全

識別名の検索と識別にこの User オブジェクトが

使用されます。このフィールドを空白にした場
合、すべてのコンテキストレスログインで匿名ア
カウント情報が使用されます。

重要 : 認証プロキシとして割り当てる User オブ

ジェクトには、すべての識別名に対する読み込み
権と、eGuide でログインサーバにおけるユーザ

認証キーとして指定した属性に対する読み込み
権が必要です。ユーザ認証キーの詳細について
は、30 ページの「全般的なカスタマイズ設定の

変更」を参照してください。

認証パスワード ログインサーバとして指定されたディレクトリ
を設定する場合にのみ有効です。

認証ユーザのパスワードを指定します。

認証検索ルート ログインサーバとして指定されたディレクトリ
を設定する場合にのみ有効です。

認証アカウント情報の検索を開始するコンテナ
の識別名を指定します。

設定 目的
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LDAP 属性の編集

重要 : 属性のマッピングと設定を変更する場合は、その属性を参照する他の eGuide の設定をすべて確認して

ください。特に、［Display Layout( 表示レイアウト )］の設定に注意する必要があります。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 属性を編集する検索カテゴ リ を選択し ます。

検索カテゴ リ を追加し た場合 (25 ページの 「検索カテゴ リ の変更」 参照 ) を除いて、
デフ ォル ト の User カテゴ リ のみが使用でき ます。

2 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ について ) > ［属性］ の順に ク
リ ッ ク し ます。

3 次の表を参照し て、 必要な変更を行います。

設定 目的

有効 ユーザが検索結果エントリをクリックしたとき
に表示される［詳細］パネルに属性を追加する場
合に選択します。

重要: XSL/ブラウザでレンダリングエラーが発生

しないようにするため、バイナリ情報が含まれる
属性の場合は［有効］を選択しないでください。
ただし、Photo 属性は例外です。eGuide では、こ

の属性は他のバイナリ属性とは異なる方法で扱
われます。

テンプレートキー これを使用すると、同様の属性が別々の LDAP
ディレクトリ内に別の名前で存在する場合でも、
eGuide で同様のものとして扱うことができま

す。たとえば、ユーザの姓を格納する属性につい
て、ある LDAP データソースでは LastName が使

用され、別の LDAP データソースでは SN が使用

されている場合でも、LastName などのテンプ

レートキー名を作成すると、このキー名に
LastName 属性と SN 属性の両方をマッピングす

ることができます。

eGuide のデフォルトでは、eGuide セットアップ

ウィザードの実行時に追加した最初のディレク
トリのUserカテゴリについて、Novell eDirectoryTM

の属性名がテンプレートキー名として使用され
ます。

重要 : 同じテンプレートキー名を複数の属性に割

り当てないでください。

検索可能 属性を検索フィルタリストに追加し、ユーザがそ
の属性について検索できるようにする場合に選
択します。
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4 ページの下部にあ る ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

Instant Messaging と NetMeeting における属性のマッピングと有効化

eGuide の ［詳細］ パネルから直接イ ン ス タ ン ト メ ッ セージを送信する権利や NetMeeting
を起動する権利をユーザに与え るには、 い く つかの特別なテンプレー ト キー名をマ ッ ピ
ング し て、 関連する属性を有効にする必要があ り ます。

LDAP スキーマの更新

LDAP データ ソースのスキーマが eGuide に読み込まれるのは、最初のデ ィ レ ク ト リ を追
加する と きだけです。 スキーマを変更し た場合 ( た と えばス キーマ ク ラ スに属性を追加
し た場合など )、 変更内容を eGuide に反映させるには、 スキーマを更新する必要があ り
ます。 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ について ) > ［LDAP 設定］
> ［スキーマの更新］ の順に ク リ ッ ク し ます。

注 : eGuide では、LDAP データソースのスキーマは変更されません。

検索カテゴリの変更

eGuide では、 LDAP ク ラ スの組み合わせを表すために検索カテゴ リ を使用し ます。

た と えば、 最初のデ ィ レ ク ト リ を eGuide に追加する と、 User と い う 検索カテゴ リ が作
成されます。デフ ォル ト では、こ のカテゴ リ は InetOrgPerson、OrganizationalPerson、Person
と い う ク ラ スか ら構成されます。 こ ら らの User ク ラ ス内の属性は ［属性］ ページに表

編集可能 ログインサーバとして指定されたディレクトリ、
または認証グループの一部として指定された
ディレクトリについてのみ、選択できます。詳細
については、21 ページの「ディレクトリの認証

設定の変更」を参照してください。 

この属性を選択するのは、ユーザおよびユーザ管
理者にその編集を許可する場合だけです。自己管
理を有効にする方法については、29 ページの「制

限」を参照してください。ユーザ管理者を指定す
る方法については、28 ページの「管理者の役割」

を参照してください。

重要 : eGuide の属性を［編集可能］に設定して

も、LDAP データソース内でその属性について必

要な権利がユーザおよびユーザ管理者に与えら
れるわけではありません。この機能が正しく動作
するには、必要な権利をディレクトリレベルで与
えておく必要があります。また、属性の編集を
ユーザに許可するには、自己管理を有効にする必
要があります。詳細については、29 ページの「制

限」を参照してください。

マッピングするテンプレートキー名 マッピング対象の LDAP 属性に含まれている情報

InstantMessagingID AOL Instant Messaging の画面名

NetMeetingID NetMeeting の ID

YahooIMID Yahoo!* の ID

設定 目的
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示され、 Eguide が eGuide ク ラ イ アン ト で属性を設定する際に使用されます。 また、 User
カテゴ リ ラベル ( ［ユーザ検索］ ) は、 eGuide ク ラ イ アン ト の最初の検索フ ィ ルタ ド ロ ッ
プダ ウ ン リ ス ト に表示されます。

注 : この InetOrgPerson、OrganizationalPerson、Person クラスは、追加した最初のディレクトリ内に存在

する場合にのみ使用されます。

必要に応じ て、 既存のカテゴ リ 内でス キーマ ク ラ スの追加や削除を行 う こ と がで き ま
す。 また、 検索カテゴ リ 全体を追加または削除する こ と もでき ます。

検索カテゴリに対するスキーマクラスの追加と削除

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ につ
いて ) > ［詳細］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 変更する カテゴ リ を選択し ます。

3 カテゴ リ にスキーマ ク ラ ス を追加するには、［使用可能］ ボ ッ ク スか ら ク ラ ス を選択
し、 右矢印を ク リ ッ ク し て ［選択済み］ ボ ッ ク スに移動し ます。

4 ク ラ ス を削除するには、 手順 3 のプロセス を逆に行います。

5 カテゴ リ に対する必要な変更をすべて加えた ら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ス キーマ ク ラ スの削除のみを行った場合、 手順はこれで終了です。 ク ラ ス を追加し
た場合は、 手順 6 に進みます。

6 ［属性］ タブを ク リ ッ ク し て、新し く 追加し た ク ラ スの属性の設定 と マ ッ ピ ングを編
集し ます。

詳細については、 24 ページの 「LDAP 属性の編集」 を参照し て く だ さい。

重要 : 新しく追加した検索カテゴリに 1 つ以上のスキーマクラスを追加した場合、少なくとも 1 つの属

性を有効にして、少なくとも 1 つの属性を検索可能にしない限り、ユーザはそのカテゴリに eGuide ク

ライアントからアクセスできません。

7 eGuide ク ラ イ アン ト の ［検索］、 ［一覧］、 ［詳細］、 ［組織チャー ト ］ フ ォームで表示
する属性を指定するには、 ［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ を使用し ます。

詳細については、 次のセ ク シ ョ ンを参照し て く だ さ い。

31 ページの 「［属性］ フ ィ ルタ リ ス ト 」

32 ページの 「［高度な検索］ の設定」

33 ページの 「［検索結果］ パネルの表示」

33 ページの 「［情報］ タブの表示」

8 eGuide ク ラ イ アン ト の ［カテゴ リ ］ ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト に表示する テキ ス ト を変
更し ます。

8a ［Display Labels( ラベルの表示 )］>［編集］( 目的の リ ソースバン ド ルについて ) の
順に ク リ ッ ク し ます。

8b 「Object.category_name.Label」 と い う テンプレー ト キー(category_name は新しいカ
テゴ リ の名前 ) を探し て、 表示する テキス ト を入力し ます。

8c ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

検索カテゴリの追加

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ につ
いて ) > ［詳細］ > ［新規］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 新しいカテゴ リ の名前を指定し ます。
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3 少な く と も 1 つのス キーマ ク ラ ス を追加し て、 対応する属性を設定し ます。

詳細については、26 ページの 「検索カテゴ リ に対する スキーマ ク ラ スの追加 と削除」
を参照し て く だ さ い。

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

検索カテゴリの削除

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ につ
いて ) > ［詳細］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 目的のカテゴ リ を選択し ます。

User は必須のカテゴ リ なので、 eGuide では削除でき ません。

3 ［category_name の削除］ を ク リ ッ ク し ます。

属性ラベル

こ のページでは、 特定の言語用の リ ソースバン ド ルを作成でき ます。 各国語用にテキス
ト ラベルを編集する こ と も でき ます。 詳細については、 ［ヘルプ］ ボ タ ン を ク リ ッ ク し
て く だ さ い。

表示

27 ページの 「検索設定」

27 ページの 「レ イ ア ウ ト と順序」

27 ページの 「スキン」

27 ページの 「詳細」

検索設定

こ のページでは、eGuide ク ラ イ アン ト でユーザが通常の検索を行 う と き と プ ラ ス記号を
ク リ ッ ク し て高度な検索を行 う と きに表示される検索行の数を指定でき ます。 詳細につ
いては、 ［ヘルプ］ ボ タ ンを ク リ ッ ク し て く だ さ い。

レイアウトと順序

こ のページには、 設定されたすべてのデ ィ レ ク ト リ の検索カテゴ リ がすべて表示されま
す。 デ ィ レ ク ト リ の表示設定を表示および編集するには、 ［編集］ を ク リ ッ ク し、 ［検索
フ ォーム］、 ［一覧フ ォーム］、 ［詳細フ ォーム］、 または ［組織チャー ト フ ォーム］ タブ
を ク リ ッ ク し ます。

スキン

eGuide には、 標準のス キンが添付されています。 自分に組織に合わせてカ ス タマイ ズ し
たス キンを設定する こ と もでき ます。詳細については、5 章 39 ページの、「スキンやテー
マの追加」 を参照し て く だ さい。

詳細

こ のページでは、 eGuide の表示設定を さ ら に詳し く 変更でき ます。 終了し た ら ［保存］
を ク リ ッ ク し て く だ さ い。
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セキュリティ

28 ページの 「管理者の役割」

29 ページの 「制限」

eGuide のセキ ュ リ テ ィ 機能を使用する と、 eGuide の設定や LDAP データ ソースの属性
を変更する権利を持つユーザを指定でき ます。 また、 各種のセキ ュ リ テ ィ 制限を強制ま
たは削除でき ます。

管理者の役割

eGuide では、eGuide 管理者およびユーザ管理者 と い う 2 種類の管理者の役割がサポー ト
されます。

eGuide 管理者

eGuide 管理者 と し て指定されたユーザが eGuide にロ グ イ ンする と 、 ［管理ユーテ ィ リ
テ ィ ］ ア イ コ ンが表示されます。eGuide 管理者はすべての管理機能にア ク セスでき ます。

ユーザ管理者

ユーザ管理者 と し て指定されたユーザの場合は、 eGuide ク ラ イ アン ト の ［詳細］ パネル
に ［情報の編集］ ボ タ ンが表示さ れます。 ユーザ管理者は、 ［情報の編集］ を ク リ ッ ク
し て ［編集］ パネルを表示し た後で、 次の条件を満たす属性を編集でき ます。

管理ユーテ ィ リ テ ィ の ［属性］ ページで ［編集可能］ が選択されている属性

管理ユーテ ィ リ テ ィ でロ グ イ ンサーバまたは認証グループの一部 と し て指定されて
いるデ ィ レ ク ト リ に属する属性

LDAP データ ソース内でユーザ管理者に書き込み権が与え られている ために変更で
き る属性

ユーザ管理者の場合、 ［編集］ パネルの ［マネージ ャ］ フ ィ ール ド の横にア イ コ ンが表
示されます。 こ のア イ コ ンを ク リ ッ クする と 、 2 番目の参照ウ ィ ン ド ウが表示されます。
こ の参照ウ ィ ン ド ウで、 ［マネージ ャ］ フ ィ ール ド に入力するユーザ名を検索および選
択でき ます。

重要 : 参照機能を動作させるには、管理ユーティリティで、User カテゴリの Manager 属性と IsManager 属
性を［有効］かつ［編集可能］に設定する必要があります。

管理者一覧へのユーザの追加

1 ［管理者の役割］ > ［編集］ ( 目的の管理者 リ ス ト について ) の順に ク リ ッ ク し ます。

2 ユーザのロ グ イ ン ID の一部を入力し て、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［使用可能］ ボ ッ ク スでユーザの名前を ク リ ッ ク し、右矢印を ク リ ッ ク し てその名前
を ［選択済み］ ボ ッ ク スに移動し ます。

4 ［ リ ス ト の保存］ を ク リ ッ ク し ます。

管理者一覧からのユーザの削除

1 ［管理者の役割］ > ［編集］ ( 目的の管理者 リ ス ト について ) の順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［選択済み］ ボ ッ ク スでユーザの名前を ク リ ッ ク し、左矢印を ク リ ッ ク し てその名前
を ［使用可能］ ボ ッ ク スに移動し ます。

3 ［ リ ス ト の保存］ を ク リ ッ ク し ます。
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制限

次の表に ［制限］ ページの各設定の詳細を示し ます。

設定 目的

アカウント情報の保存を許可 ユーザがログインしたときに［ログイン情報の記
憶］チェックボックスがログインページに表示さ
れるようにするには、このオプションを選択しま
す。ユーザがこのチェックボックスを選択した場
合、ユーザの有効なアカウント情報が暗号化さ
れ、ユーザのワークステーション上で cookie に

保存されます。このようにすると、ユーザはログ
インしなくても eGuide をロードできるようにな

ります。cookie は、ユーザが［ログアウト］アイ

コンをクリックするか cookie の有効期限が終了

すると削除されます。

cookie の有効期限 ログイン試行とログイン試行の間でログイン情
報 cookie の期限が切れるまでの秒数を入力しま

す (1 日 = 86,400 秒 )。

ユーザの強制認証 eGuide にログインするすべてのユーザに強制す

るには、このオプションを選択します。このオプ
ションを選択しない場合、eGuide は匿名モード

でロードされます。その場合、ユーザは［eGuide
へのログイン］アイコンをクリックするとログイ
ンできます。

注 : ［アカウント情報の保存を許可］が選択され

ていて、ログイン情報 cookie を使用できる場合、

ユーザは再認証を強制されません。

パスワード変更用リンクを表示 eGuide クライアントの［編集］パネルで［パス

ワードの変更］リンクを使用可能にする場合に選
択します。また、このオプションを選択すると、
ユーザ管理者はユーザパスワードを変更できる
ようになります。

重要 : ユーザが［編集］パネルにアクセスできる

ようにするには、［自己管理を許可］を選択する
必要があります。

自己管理を許可 ユーザが編集可能属性 (［属性］ページで［編集

可能］を選択した属性 ) を変更できるようにする

には、このオプションを選択します。［自己管理
を許可］を選択すると、eGuide クライアントの

［個人情報の表示］アイコンが［個人情報の編集］
アイコンに変化します。

組織チャートを表示 すべてのユーザについて［詳細］パネルで［組織
チャート］を有効にする場合に選択します。組織
チャートには、現在選択しているユーザのマネー
ジャと、そのマネージャのすべての直接報告が表
示されます。詳細については、33 ページの「［組

織チャート］タブの表示」を参照してください。
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レポート機能

30 ページの 「デバ ッ グ」

30 ページの 「 メ ール設定」

デバッグ

こ のページでは、eGuide サーブレ ッ ト の現在のセ ッ シ ョ ンに関するすべての診断情報を
eGuide/web-inf/logs デ ィ レ ク ト リ のロ グフ ァ イルに出力する よ う に設定でき ます。

メール設定

こ のページでは、 LDAP データ ソースで属性が変更された と きにネ ッ ト ワーク管理者に
電子 メ ールが送信される よ う に メ ールサーバ情報を指定でき ます。

eGuide のインタフェースと使用方法

こ のセ ク シ ョ ンでは、 次のよ う なカ ス タマイ ズ作業について説明し ます。

30 ページの 「全般的な表示 と 動作」

31 ページの 「検索」

33 ページの 「［詳細］ パネル」

34 ページの 「ラベル」

全般的な表示と動作

30 ページの 「全般的なカ ス タ マイ ズ設定の変更」

31 ページの 「色ス キーマの変更」

全般的なカスタマイズ設定の変更

eGuide の全般的なカ ス タマイ ズ設定を変更するには、 ［General( 全般 )］ を ク リ ッ ク し、
必要な変更を行ってから ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 各設定の詳細については、 次の表
を参照し て く だ さ い。

設定 目的

現在のテーマ テーマは、eGuide クライアントのレイアウトと

外観を決定する表示設定から構成されます。
eGuideに含まれるのはDefaultというテーマだけ

ですが、このテーマをテンプレートに使用して独
自のテーマを作成できます。詳細については、5
章 39 ページの、「スキンやテーマの追加」を参照

してください。

作成したテーマは、［現在のテーマ］ドロップダ
ウンリストに追加されます。このドロップダウン
リストからテーマを選択できます。

注 : 現在のテーマで使用する色を変更するには、

［Colors( 色 )］機能を使用します。詳細について

は、31 ページの「色スキーマの変更」を参照し

てください。
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色スキーマの変更

eGuide の各種の表示要素に使用する色を変更するには、［Colors( 色 )］ を ク リ ッ ク し、色
スキーマを選択し てから ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ヒント : 新しい色スキーマをダウンロードしてインストールする方法と、独自の色スキーマを作成する方法

の詳細については、39 ページの付録 5、「スキンやテーマの追加」を参照してください。

検索

ユーザが eGuide ク ラ イ アン ト で検索を行 う には、3 種類あ る検索フ ィ ルタのいずれかを
選択し、 検索する テキ ス ト を入力し て、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。 検索フ ィ ルタは ド
ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト 形式になってお り 、 ［カテゴ リ ］、 ［属性］、 ［検索制約］ の 3 種類が
あ り ます。 以下のセ ク シ ョ ンでは、 これらのフ ィ ルタ をカ ス タマ イ ズする方法について
説明し ます。 ま た、 ［高度な検索］ の設定 と ［検索結果］ パネルをカ ス タ マ イ ズする方
法について も説明し ます。

［カテゴリ］フィルタのラベル

［カテゴ リ ］ フ ィ ルタには、 定義さ れている カテゴ リ がすべて表示さ れます。 デフ ォル
ト では、 必須の User カテゴ リ について ［ユーザ検索］ ラベルが ［カテゴ リ ］ フ ィ ルタ
リ ス ト に表示されます。 eGuide に追加し たカテゴ リ の場合、 指定し たカテゴ リ 名が ［カ
テゴ リ ］ フ ィ ルタ リ ス ト に表示されるデフ ォル ト の ラベルにな り ます。

［カテゴ リ ］ フ ィ ルタのラベルを変更するには、 ［Display Labels( ラベルの表示 )］ 機能を
使用し ます。詳細については、34 ページの「ラベルテキ ス ト の編集」を参照し て く だ さ い。

［属性］フィルタリスト

ユーザは、 ［属性］ 検索フ ィ ルタ を使用し て、 検索する属性 ( 姓や部署など ) を選択し ま
す。 ［属性］ フ ィ ルタには検索可能な属性がアルフ ァベッ ト 順に含まれてお り 、 いずれ
かの属性がデフ ォル ト で選択さ れています。 ［属性］ ページで ［検索可能］ に設定し た
すべての属性が、 ［属性］ フ ィ ルタ リ ス ト に表示されます。

リ ス ト に表示する 属性を変更する には、［ 検索可能］ の設定を変更し ま す。 詳細について
は、 24 ページの 「LDAP 属性の編集」 を参照し てく ださ い。

ユーザ認証キー デフォルトでは、最初に設定するディレクトリに
おけるデフォルトの User カテゴリのユーザ認証

キーとして CN 属性が使用されます。ログインの

ために他の属性 ( 電子メールアドレスなど ) を使

用する場合は、この選択を変更します。

ホームページのリンク ユーザが eGuide クライアントで［Custom Home
Link( カスタムホームリンク )］アイコンをクリッ

クしたときに表示されるページの URL を指定し

ます。

自動編集を有効にする 認証を受けたユーザとユーザ管理者が検索結果
リストのユーザ名をクリックしたときに、通常の

［詳細］パネルを表示するのではなく、［変更］
フォームに直接アクセスできるようにする場合
に選択します。

設定 目的
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デフ ォル ト の検索属性を変更するには、 次の手順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ > ［編集］ ( 目的のカテゴ
リ について ) > ［検索フ ォーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。

［検索フ ォーム］ ページを表示し よ う と する と ア ク セスエラーが発生する場合は、編
集し ている カテゴ リ で少な く と も 1 つの属性が ［検索可能］ に設定されている こ と
を確認し て く だ さ い。

2 目的の属性を ク リ ッ ク し て、 その属性が リ ス ト の一番上にな る まで上矢印を ク リ ッ
ク し ます。

重要 : 属性が［検索属性 ( 順序指定 )］ボックスに表示されるようにするには、［属性］ページでその属

性を［有効］と［検索可能］の両方に設定する必要があります。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

属性の順序は ［属性］ フ ィ ルタ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト におけ る表示順序に影響を与
えません。 こ の リ ス ト では、 属性は常にアルフ ァベッ ト 順に表示されます。 ただし、
32 ページの 「［高度な検索］ の設定」 で説明されている よ う に、 ［高度な検索］ には
属性の順序が影響し ます。

検索制約

デフ ォル ト では、 すべての検索制約 ( ［～で始ま る］、 ［含む］、 ［等しい］ など ) を検索
に使用でき ます。

検索制約を削除または追加するには、 次の手順に従います。

1 ［管理ユーテ ィ リ テ ィ ］ で、 ［サーチプロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 検索制約を ク リ ッ ク し、 矢印を ク リ ッ ク し てその検索制約を も う 一方のボ ッ ク スに
移動し ます。

［検索制約］ フ ィ ルタには、 ［選択済み］ ボ ッ ク スの検索制約が表示されます。 ［使用
可能］ ボ ッ ク スの検索制約は表示されません。

検索行の数

デフ ォ ルト では、 1 行の検索条件 (［ カテゴリ ］、［ 属性］、 およ び［ 検索制約］ フィ ルタ )
が通常の検索に含ま れま す。 こ の行の数を 増やすと 、 ユーザはプラ ス アイ コ ンを ク リ ッ
ク し て［ 高度な検索］ を選択し なく ても 高度な検索が行える よ う になり ま す。 高度な検
索では、 複数の検索条件行がブール演算子 (AND ま たは OR) で結び付けら れま す。

通常の検索で行の数を増やすには、 次の手順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［サーチプ ロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し て ［デフ ォル ト の検索
行］ の数を調整し ます。

2 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［高度な検索］の設定

デフ ォル ト では、 プ ラ スア イ コ ンを ク リ ッ ク し て ［高度な検索］ を選択する と、 3 行の
検索条件が表示されます。

［高度な検索］ の行数を変更するには、 次の手順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［サーチプロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し て ［高度な検索行］ の数
を変更し ます。

2 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。
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各行のデフ ォル ト の ［属性］ フ ィ ルタ を変更するには、 次の手順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ > ［編集］ ( 目的のカテゴ
リ について ) > ［検索フ ォーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 属性を選択し矢印で移動し て、 リ ス ト の順序を変更し ます。

リ ス ト の先頭にあ る属性が ［高度な検索］ の 1 行目のデフ ォル ト 検索属性にな り 、 2
番目の属性が 2 行目に表示されます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［検索結果］パネルの表示

1 ［管理ユーテ ィ リ テ ィ ］ で、 ［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ > ［編集］ ( 目的のカ
テゴ リ について ) > ［一覧フ ォーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［検索結果］ パネルの各列に表示する属性を 4 つまで選択し ます。

重要 : ［属性］ページで［有効］を指定していない属性は、列見出しとして選択できません。属性を有

効にする方法については、24 ページの「LDAP 属性の編集」を参照してください。

［詳細］パネル

eGuide ク ラ イ アン ト の ［詳細］ パネルは、 ［情報］ タブ と ［組織チャー ト ］ タブから構
成されています。 これら のタブに表示する情報はカ ス タマ イ ズでき ます。

［情報］タブの表示

ユーザが検索結果を ク リ ッ クする と 、 ［詳細］ パネルの ［情報］ タブに属性 ( 姓、 名、 部
署、 電話番号など ) の リ ス ト が表示されます。

［属性］ ページで ［有効］ を選択し たすべての属性が ［情報］ タ ブに表示さ れます。 表
示する属性を変更するには、 その属性の ［有効］ の設定を変更し ます。 詳細については、
24 ページの 「LDAP 属性の編集」 を参照し て く だ さ い。

［情報］ タブに属性を表示する順序を変更するには、 次の手順に従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ > ［編集］ ( 目的のカテゴ
リ について ) > ［詳細フ ォーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 属性を ク リ ッ ク し、 上矢印または下矢印を ク リ ッ ク し て目的の位置に移動し ます。

3 必要な変更がすべて終了し た ら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［組織チャート］タブの表示

組織チャー ト の構成は、 Manager 属性と IsManager 属性によ って制御されます。 ユーザ
の Manager 属性の識別名は、 そのユーザの報告先 と な るユーザを示し ます。 ユーザの
IsManager 属性の値が True の場合、 そのユーザはマネージ ャ で、 組織チャー ト 内でマ
ネージ ャ間を移動する ための ［Reports To( 報告先 )］ リ ン ク ( 左矢印ア イ コ ン ) は有効に
な り ます。

デフ ォル ト では、 ユーザのフルネーム (FirstName、 MI、 SN 属性を組み合わせた もの ) と
役職 ( 指定されている場合 ) のみが組織チャー ト に表示されます。 フルネーム以外に 4
つまでの属性を表示するには、 次の手順に従います (Title のみデフ ォル ト で選択されて
います )。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、［Display Layout( 表示レ イ ア ウ ト )］ > ［編集］ ( 目的のカテゴ
リ について ) > ［組織チャー ト フ ォーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。
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2 ユーザのフルネーム と と もに表示する属性を選択し ます。

選択でき るのは、 ［属性］ ページで ［有効］ を選択し た属性だけです。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ラベル

LDAP オブジ ェ ク ト および属性に対応する ラベル ( テキ ス ト 文字列 ) と 、 eGuide ク ラ イ
アン ト の全般的な表示 ( フ ィ ール ド ラベル、 ボ タ ン、 メ ッ セージなど ) に対応する ラベ
ルは、 カ ス タ マイ ズでき ます。 eGuide ク ラ イ アン ト でサポー ト する必要があ る各言語に
ついて、 ラベルのセ ッ ト ( リ ソースバン ド ル ) を設定でき ます。

言語リソースバンドルの追加

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［表示ラベル］ > ［新規］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 2 文字の標準言語コード を入力し ます ( 必須 )。

3 2 文字の標準国コー ド を入力し ます ( オプシ ョ ン )。
重要 : ユーザのブラウザが対応しているかどうかわからない国コードは使用しないでください。ここで

設定する言語コードと国コードは、ユーザのブラウザの同じ言語のコードと正確に一致している必要が

あります。

4 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

eGuide ク ラ イ アン ト を起動する と 、 ブラ ウザの言語コード と 国コード がチェ ッ ク され、
一致する コー ド があ る場合はその リ ソースバン ド ルが使用されます。 一致する ものが見
つから ない場合は、 ア メ リ カ英語の リ ソースバン ド ルが使用されます。

ラベルテキストの編集

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、［Display Labels( ラベルの表示 )］ > ［編集］ ( 目的の リ ソース
バン ド ルについて ) の順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［属性ラベル］ または ［General Labels( 一般ラベル )］ を ク リ ッ ク し ます。

3 必要な変更を行います。

4 ページの下部にあ る ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

デバッグレポート

Novell eGuide サーブレ ッ ト の現在のセ ッ シ ョ ンに関するすべての診断情報を
eGuide\web\inf\logs デ ィ レ ク ト リ のロ グフ ァ イルに出力するには、 ［デバッ グ］ を ク
リ ッ ク し、 ［デバッ グ］ を選択し て ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ レ ク ト リ から戻された動的な XML ド キ ュ メ ン ト をサーバコ ン ソールに表示し、
ア ク テ ィ ブな ロ グフ ァ イルに出力するには、 ［デバッ グ］ を ク リ ッ ク し、 ［XML］ を
選択し て ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［XML］ を選択する と 、 ク ラ イ アン ト リ ク エス ト が発生する たびに XSL ス タ イル
シー ト がデ ィ ス ク から強制的に再ロー ド されます。 これは、 カ ス タ マイ ズ されたス
タ イルシー ト を開発およびテ ス ト し ている場合に特に便利です。

重要 : ［DEBUG］をオンにすると、eGuide のパフォーマンスが低下します。パフォーマンス効率を高

めるには、［デバッグ］をオフにしてください。
34   Novell eGuide 2.1.2 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
属性フィルタの使用

［属性のフ ィ ルタ］ タ ブでは、 検索を調整でき ます。 た と えば、 ア ク テ ィ ブでないユー
ザをすべて eGuide の検索から除外する場合も あ り ます。 これを行 う には、 次の手順に
従います。

1 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 employeestatus 属性のフ ィ ルタ を有効にし ます。

2 検索条件を ［等しい］ に設定し ます。

3 ［検索］ の値を ［ア ク テ ィ ブ］ に設定し ます。

または

1 employeestatus 属性のフ ィ ルタ を有効にし ます。

2 検索条件を ［次 と等し く ない］ に設定し ます。

3 ［検索］ の値を ［管理者］ に設定し ます。

別の例と し て、 すべての管理者ユーザを eGuide の検索か ら除外する場合も あ り ます。

1 CN 属性のフ ィ ルタ を有効にし ます。

2 検索条件を ［次 と等し く ない］ に設定し ます。

3 ［検索］ の値を ［管理者］ に設定し ます。

別の例と し て、 サイ ト に特有なユーザを eGuide の検索に含める場合も あ り ます。

1 City 属性のフ ィ ルタ を有効にし ます。

2 検索条件を ［等しい］ に設定し ます。

3 ［検索］ の値を 「San Jose」 など特定のサイ ト に設定し ます。
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4 eGuide クライアントへのアクセス

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド が終了し、 管理ユーテ ィ リ テ ィ がブラ ウザに表示され
ている場合は、［Launch Novell eGuide Client(Novell eGuide ク ラ イ アン ト の起動 )］ ア イ コ
ンを ク リ ッ クする と eGuide ク ラ イ アン ト にア ク セスでき ます。

これ以外の場合に eGuide ク ラ イ アン ト にア ク セスするには、 ブラ ウザで次の URL を指
定し ます。

http://web_server/eGuide

web_server の部分は、 eGuide を イ ン ス ト ールし た Web サーバのホス ト 名または IP ア ド
レ スに置き換えて く だ さい。

重要 : この URL では、大文字と小文字が区別されます。このとおり正確に入力してください (「eGuide」の

「G」は大文字で他は小文字です )。
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5 スキンやテーマの追加

ス キンやテーマを追加する と 、Novell® eGuide ク ラ イ アント のユーザイ ンタ フ ェ ース の外
観をさ ら にカス タ マイ ズでき ま す。

スキンの追加

ス キンは、eGuide ページの外観を決定する スタ イ ルシート です。追加のス キンファ イ ルは、
eGuide の Web サイ ト から ダウ ンロ ード でき ま す。ダウ ンロ ード し たス キンファ イ ルをイ ン
ス ト ールする には、 現在選択し ている テーマテンプレート フォ ルダにそのファ イ ルを配置
し ま す。 デフォ ルト では、 こ のフォ ルダは eguide\web-inf\templates\xsl\default\browser にあり
ま す。

独自のス キ ン フ ァ イ ルを作成する には、 テキ ス ト エデ ィ タ を使用し て、 既存の ス キン
フ ァ イルを コ ピーし て修正し ます。 スキンフ ァ イルには、 次の表に示すよ う な XML 定
義が含まれています。

設定 定義の対象

ImgTheme イメージファイルに関連付けることができる文
字列。

デフォルトでは、ImgThemeはLogo_theme_name
イメージファイルの定義に使用されますが、選択
したスキンに基づいて他のファイルを動的に変
更するために使用することもできます。

Dominant ［検索結果］パネルなど多くの表示要素で使用す
る主要な色。

Subordinate 見出しの背景色。

Accent 選択したタブの色。

DominantHighlight ［検索結果］パネルなど多くの表示で使用する強
調色。

Link ［詳細］パネル内のテキストリンクの色。

ReverseText 見出しアイコン上にマウスカーソルを移動した
ときのテキスト色。
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テーマの追加

テーマは、 eGuide 内で変化し ない部分です。 通常は、 会社や組織のロ ゴを表示する ため
に使用されます。

テーマを追加する と、eGuide ク ラ イ アン ト の外観と レ イ ア ウ ト を完全にカ ス タマイ ズで
き ます。た と えば、フ レームがないテーマ、レ イ ア ウ ト ( 表示要素の配置 ) が異な る テー
マ、［ユーザ検索］ 以外の特定のカテゴ リ について検索する よ う にカ ス タマ イ ズ し たテー
マなど を作成でき ます。

色の変更のみが必要な場合は、 ス キン フ ァ イルを追加し ます。 詳細については、 39 ペー
ジの 「ス キンの追加」 を参照し て く だ さ い。

重要 : テーマをカスタマイズするには、XSLT、HTML、JavaScript*、CSS などの HTML 関連技術に関する詳

しい知識が必要です。さらに、問題がスタイルシートに関係ない場合を除いて、Novell® はカスタマイズされ
たテーマに関連する問題をサポートできません。そのため、サポートが得られるようにするには、既存の

Default テーマを修正するのではなく、新しいテーマを作成する必要があります。このようにすると、作成し
たテーマで問題が発生しても、Default テーマに戻ることができます。

テーマは、 \eguide\web-inf\templates\xsl および \eguide\look と い う 2 つのテーマデ ィ レ ク
ト リ 内にあ る複数のフ ァ イルから構成されます。 どち らのパス も、 eGuide のイ ン ス ト ー
ル先デ ィ レ ク ト リ への相対パスです。

新しいテーマを作成するには、 次の手順に従います。

1 xsl デ ィ レ ク ト リ のデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ を コ ピーし て名前を変更し ます。

2 look デ ィ レ ク ト リ のデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ を コ ピーし て名前を変更し ます。

重要 : 新しいテーマディレクトリは、XSL ディレクトリと LOOK ディレクトリで正確に同じ名前にする

必要があります。

新しいデ ィ レ ク ト リ を作成する と 、 管理ユーテ ィ リ テ ィ の ［現在のテーマ］ ド ロ ッ
プダウ ン リ ス ト にデ ィ レ ク ト リ 名が表示されます。 テーマを選択する方法について
は、 30 ページの 「全般的なカ ス タ マイ ズ設定の変更」 を参照し て く だ さ い。

警告 : デフォルトのディレクトリまたは adminutil テーマディレクトリの内容は変更しないでください。

3 必要に応じ て、xsl デ ィ レ ク ト リ 内にあ る新しいテーマデ ィ レ ク ト リ のテンプレー ト
フ ァ イルを修正し ます。

テンプレー ト を修正する と きは通常、 eGuide サーバの xml 出力を表示する必要があ
り ます。 XSL デバッ グをオンにする と 、 \eguide\web-inf\logs フ ォルダ内のロ グフ ァ
イル と eGuide のサーバコ ン ソールの両方に xml 出力を表示でき ます。詳細について
は、 34 ページの 「デバッ グレポー ト 」 を参照し て く だ さ い。

4 必要に応じ て、 Look デ ィ レ ク ト リ 内にあ る新しいテーマデ ィ レ ク ト リ のイ メ ージ、
HTML、 CSS、 および JavaScript フ ァ イルを修正し ます。
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6 役割ベースサービスの使用

役割ベースサービ ス (RBS) を使用する と 、 ユーザは Novell iManager ユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て Novell® eDirectoryTM 内にあ る自分の個人情報を管理でき る よ う にな り ます。

RBS の詳細については、 『iManager 2.0 管理ガ イ ド  (http://www.novell.com/documentation/
japanese/imanager20/index.html?page=/documentation/japanese/imanager20/imanager20/data/
am757mw.html)』 を参照し て く だ さ い。
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A Web サーバとツール

Novell® eGuide は、 次の Web サーバ上で実行でき ます。

Apache

Microsoft Internet Information Services (IIS)

NetWare 6.5 の場合、 Apache と Tomcat はデフ ォル ト でイ ン ス ト ールされます。

Apache の詳細については、 Apache Software Foundation の Web サイ ト
 (http://www.apache.org) を参照し て く だ さい。

Microsoft Internet Information Services の詳細については、 Microsoft の Web サイ ト
 (http://www.microsoft.com) を参照し て く だ さ い。
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B Eguide.cfg ファイル内の設定

次の表に、Novell® eGuide設定フ ァ イ ル(eguide.cfg)に含ま れている 設定の説明を示し ま す。

eguide.cfg フ ァ イルは、 ...\webapps\eGuide\web-inf\config デ ィ レ ク ト リ 内にあ り ます。

重要 : 負荷分散の設定は、両方がファイルに記述されていてアクティブになっていない限り ( コメントが解

除されていない限り )、どちらも機能しません。

設定 指定する内容

負荷分散

Load.Max.Users=n 同時に許容される eGuide セッションの最大数

(n)。

Load.Redirect.URL=URL 次の eGuide サーバの URL。

ログ

Log.Console.Enable= true/false コンソールログを有効にするかどうか (有効にす

る場合は「true」)。

Log.Enable=true/false ファイルログを有効にするかどうか (有効にする

場合は「true」)。

Log.Language=language_code ログファイルの言語 (2 文字の ISO 言語コード )。

Log.Level=level_name ログレベル。

有効なレベル名は normal、verbose、diagnostic
です。

Log.Max.Age=n ログファイルを保持する日数 (n)。

Log.Max.Size=n ログディレクトリ内の全ファイルの最大合計サ
イズ (n はキロバイト単位 )。

最大サイズを超えると、最も古いファイルが削除
されます。

Log.Path=path ログファイルが書き込まれるディレクトリへの
パス。

Log.TimeStamp=date/time format ログファイルエントリのタイムスタンプの形式。

日付 /時刻の形式を定義する方法については、Java
のマニュアルの SimpleDateFormat を参照してく

ださい。
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セキュリティ

Security.Timeout=n ユーザのセッションがタイムアウトになるまで
の時間 ( 単位は分 )。

Security.UseClientIP.Enabled=true/false サーブレットがユーザのブラウザセッションを
識別する方法を、ユーザクライアントの IP アド

レスを使用して設定するかどうか。

デフォルト設定は「true」です。「false」に設定

するのは、不正なハッシュエラーが発生する場合
だけにしてください。

重要 : eGuideとともにNovell iChain®を使用して

いる場合は、「false」に設定する必要があります。

その他

CharSet.Default=character_set デフォルトの文字セット。

この設定は、ブラウザが検出した文字セットより
も優先されます。UTF-8 文字セットの場合のみ使

用してください。他の設定は、すべて自動的に検
出されます。

Config.Update.Check=n eguide.cfg ファイルが変更されたかどうかを

eGuide がチェックする間隔 ( 単位は分 )。

これによって、管理者は設定を変更するために
eGuide サーブレットを停止する必要がなくなり

ます。

WebApp.Home.Path ルートから Web アプリケーションのコンテキス

トまでのフルパス名。

設定 指定する内容
46   Novell eGuide 2.1.2 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
C LDAP 接続用の SSL の設定と使用

Novell® の Web ベースアプ リ ケーシ ョ ン (iManager や eGuide など ) と LDAP データ ソー
スの接続にプレーンテキス ト やク リ アテキス ト ではな く SSL 接続を使用する場合は、こ
のセ ク シ ョ ンの指示に従って く だ さ い。

47 ページの「 手順 1: Sun Microsystems から JSSE パッ ケージを ダウ ンロ ード し て
セッ ト アッ プする 」

48 ページの 「手順 2: セキ ュ リ テ ィ オブジ ェ ク ト でプロバイ ダを設定する」

48 ページの 「手順 3: SSL をサポー ト する よ う に LDAP サーバを設定する」

48 ページの 「手順 4: LDAP グループオブジ ェ ク ト を設定する」

48 ページの 「手順 5: ルー ト 認証局証明書をエ ク スポー ト する」

49 ページの 「手順 6: ルー ト 認証局証明書を イ ンポー ト する」

49 ページの 「手順 7: Tomcat 環境設定フ ァ イルを編集する」

50 ページの 「手順 8: eMFrame.cfg フ ァ イルを変更する」

50 ページの 「手順 9( オプシ ョ ン ): SSL を使用する よ う に eGuide を設定する」

重要 : SSL 接続は、プレーンテキスト接続やクリアテキスト接続よりも低速です。SSL を使用すると、パ
フォーマンスが著しく低下する場合があります。

こ の手順は、 使用し てい る サーバのプ ラ ッ ト フ ォームに よ っ て異な り ます。 プ ラ ッ ト
フ ォームご と の違いについては、 各手順で説明し ます。

手順 1: Sun Microsystems から JSSE パッケージをダウンロードして
セットアップする

Windows と UNIX の場合

NetWare® 6 以降、 JDK* バージ ョ ン 1.4、 または iManager 1.5 を所有し ている場合は、 必
要な ソ フ ト ウ ェ アをすでに持っているはずです。

1 サーバ上に JSSE (Java Secure Socket Extension) パッ ケージがある かど う か確認し ま す。

JSSEをダウ ン ロード するには、java.sun.comのWebサイ ト  (http://java.sun.com/products/
jsse) にア ク セス し ます。

2 Java の jre\lib\ext フ ォルダに次のフ ァ イルを追加し ます。

jsse.jar

jnet.jar

jcert.jar
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手順 2: セキュリティオブジェクトでプロバイダを設定する

すべてのプラットフォームに共通

セキ ュ リ テ ィ オブジ ェ ク ト のプロバイ ダは、 セキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ フ ァ イル
(jre\lib\security\java.security) で静的に設定でき ます。

プロ バイ ダを静的に設定する には、セキュ リ ティ プロ パティ ファ イ ルで次の行を探し ま す。

security.provider.1=sun.security.provider.Sun

こ の行の直後に次の行を追加し ます。

security.provider.x=com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider

x は次のシーケンシ ャル番号です ( 例 :
security.provider.2=com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider)。
重要 : SSL が正しく動作するには、この両方の行が必要です。

手順 3: SSL をサポートするように LDAP サーバを設定する

すべてのプラットフォームに共通

1 iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ > ［LDAP Management(LDAP 管理 )］ >
［LDAP Overview(LDAP の概要 )］ > ［View LDAP Servers(LDAP サーバの表示 )］ の
順に選択し、 目的の LDAP サーバを選択し て ［Connections( 接続 )］ を選択し ます。

2 ［サーバ証明書］ フ ィ ール ド で SSL Certificate オブジ ェ ク ト を選択し ます。

注 : これらのオブジェクトは、Novell eDirectoryTM のインストール時に作成されます。

3 SSL ポー ト の番号 ( 通常は 636) を メ モし ておき ます。

4 変更を保存し ます。

5 も う 一度 LDAP サーバのプロパテ ィ にア ク セス し て、［情報］ タブの ［ リ フ レ ッ シ ュ］
を ク リ ッ ク し ます。

手順 4: LDAP グループオブジェクトを設定する

すべてのプラットフォームに共通

1 iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ > ［LDAP Management(LDAP 管理 )］ >
［LDAP Overview(LDAP の概要 )］ > ［View LDAP Groups(LDAP グループの表示 )］ の
順に選択し、 目的の LDAP グループを選択し て ［情報］ を選択し ます。

2 ［パス ワー ド と の単純バイ ン ド に TLS を必要 とする］チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て
TLS を有効にし ます。

手順 5: ルート認証局証明書をエクスポートする

すべてのプラットフォームに共通

1 ConsoleOne®で、手順3で設定し たSSL Certificateオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にア ク セ
ス し ます。

2 ［証明書］ > ［ルー ト 認証局証明書］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［エ ク スポー ト ］ を ク リ ッ ク し て、フ ァ イルをバイナ リ DER 形式で保存し ます ( 通常
のフ ァ イル名は trustedrootcert.der です )。
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手順 6: ルート認証局証明書をインポートする

こ の手順では、 keytool を使用するために JDK* が必要にな り ます。 iManager と と もに
JRE を イ ン ス ト ールし た場合は、 keytool を使用する ために JDK をダ ウ ン ロー ドする必
要があ り ます。

こ こ で、 ルー ト 認証局証明書を cacerts フ ァ イルまたは jssecacerts フ ァ イルにイ ンポー ト
する必要があ り ます。

1 Java ホームフ ォルダの lib\security フ ォルダから cacerts フ ァ イルまたは jssecacerts フ ァ
イルを探し ます。

2 Java ホーム フ ォルダの bin フ ォルダか ら keytool を探し ます。

重要 : keytool は、JVM 1.3 以降に付属しているものを使用する必要があります。JVM 1.2.2 以前に付属

している keytool は動作しません。

3 プラ ッ ト フ ォームに応じ て、 次のいずれかの keytool コマン ド を実行し ます。

NetWare の場合

keytool -import -alias alias_name -file full_path 
\trustedrootcert.der -keystore sys:java\lis\security\cacerts

Windows の場合

keytool -import -alias [alias_name] -file 
[full_path]\trustedrootcert.der -keystore keystore 
[full_path]\jre\lib\security\cacerts

UNIX の場合

keytool -import -alias [alias_name] -file [full_path]/
trustedrootcert.der -keystore
[full_path]/jre/lib/security/cacerts
[alias_name] は、 こ の証明書に固有な名前に置き換えて く だ さ い。 trustedrootcert.der
と cacerts については、 フルパス を指定し て く だ さい。

重要 : keystoreのパスワードを入力するよう求められます。変更していない場合のデフォルトはchangeit
です。

手順 7: Tomcat 環境設定ファイルを編集する

NetWare の場合

NetWare の場合、 こ の手順は必要あ り ません。

Windows と UNIX の場合

Tomcat 用にセキ ュ ア (SSL) HTTP コネ ク タ を設定するには、$tomcat_home/conf/server.xml
フ ァ イル内で有効にな る よ う に設定し ます。Tomcat に付属し ている こ のフ ァ イルの標準
バージ ョ ンには簡単な例が含まれてお り 、 デフ ォル ト ではコ メ ン ト になっています。

Tomcat 3.3 の構文

<Http10Connector
  port=”8443”
  secure=”true”
  keystore=”/usr/java/jre/lib/security/cacerts”
clientAuth=”false” />
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手順 8: eMFrame.cfg ファイルを変更する

すべてのプラットフォームに共通

1 iManager のイ ン ス ト ール先 Web/ ミ ド ルウ ェ アサーバの eMFrame\web-inf デ ィ レ ク ト
リ にあ る eMFrame.cfg フ ァ イルを開き ます。

2 次のステー ト メ ン ト を探し ます。

Provider.emFrame.ssl=false

3 「false」 を 「true」 に置き換えます。

4 フ ァ イルを保存し て、 終了し ます。

5 Tomcat と Web サーバを再起動し ます。

手順 9( オプション ): SSL を使用するように eGuide を設定する

すべてのプラットフォームに共通

1 Web ブラ ウザで Novell eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ を開き ます。

2 ［LDAP データ ソース］ > ［編集］ ( 目的のデ ィ レ ク ト リ について ) > ［LDAP 設定］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［SSL を有効にする］ を選択し ます。

4 LDAP サーバの設定時に メ モし た LDAP サーバのポー ト 番号を［保護ポー ト ］に入力
し ます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

［保存］を ク リ ッ クする と エ ラー メ ッ セージが表示された り コ ンピ ュータがハングす
る場合は、 SSL の設定手順をすべてや り 直し て、 設定が完全に正しい こ と を確認し
て く だ さ い。 次に、 eGuide のハングを引き起こす誤った設定の例を 2 つ示し ます。

プレーンテキス ト 接続を使用し て SSL ポー ト で通信し よ う と し ている

SSL 接続を使用し てプレーンテキ ス ト ポー ト で通信し よ う と し ている
50   Novell eGuide 2.1.2 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
D UI ハンドラ

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Novell® eGuide で使用するユーザイ ン タ フ ェース (UI) ハン ド ラ に
ついて説明し ます。 UI ハン ド ラは、 指定さ れた方法ま たはカ ス タ マ イ ズ された方法で
LDAP データ ソースの情報を表示し ます。

UI ハンド ラ は、それぞれの条件に合わせて作成およ びカス タ マイ ズする こ と も でき ま す。
たと えば、 ク リ ッ ク 可能なリ ンク と し てユーザの電子メ ールアド レ ス を表示し たいと 考
える 会社も あれば、 静的なテキス ト と し て情報を表示し たいと 考える 会社も あり ま す。

eGuide には、 基本的な UI ハン ド ラのセ ッ ト が付属し ています。 UI ハン ド ラは、 属性名
自体に関連付ける こ と も LDAP デ ィ レ ク ト リ 構文に関連付け る こ と も でき ます。

属性名に関連付けられる UI ハンドラ

注 : アスタリスク (*) は、属性のデフォルトハンドラを示します。

名前 説明 属性による関連付け

URL プロジェクトリンク プロジェクトリンクの編集と表示に使用できます。プロ
ジェクトリンクはラベルと URL から構成され、ラベル付き

URL 形式を使用して LDAP に保存されます。このハンドラ

の表示モードでは、クリック可能な URL に対するリンクと

してラベルが表示されます。このハンドラに関連付けられ
ている属性を編集すると、別々のテキストボックスにラベ
ルと URL を入力するよう要求されます。

LABELEDURI

電子メールリンク HTML の mailto: タグを使用して、クリック可能なリンクと

して属性を表示します。このリンクをクリックすると、デ
フォルトの電子メールクライアントが起動します。

EMAIL*
CELLPHONEEMAIL*

テキスト領域の入力 オブジェクトの説明や要約の配置に使用できます。属性情
報はオブジェクト詳細の見出しに表示され、HTML の

TextArea として編集されます。

DESCRIPTION*

テキストボックス
( 単一値、編集のみ )

UI ハンドラが編集モードでない場合は、属性を非表示にし

ます。編集モードの場合は、HTML の TextBox を使用して

単一値の文字列のみを入力できます。

GIVENNAME*
INITIALS*
LASTNAME*
TITLE*

Yahoo IM ランチャ

( ブラウザ使用 )
Yahoo のインターネットクライアントをブラウザから起動

するインスタントメッセージリンクを表示します。

YAHOOIMID

AOL AIM ランチャ

( アプリケーション使用 )
AIM (AOL Instant Messaging) アプリケーションを起動する

インスタントメッセージリンクを表示します。このハンド
ラでは、AIM クライアントはインストール済みであると仮

定しています。

INSTANTMESSAGINGID
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LDAP ディレクトリ構文に関連付けられる UI ハンドラ

注 : アスタリスク (*) は、属性のデフォルトハンドラを示します。

米国式住所とマップリンクの
結合

住所属性を米国の標準的な郵便形式で表示します。
POSTALCODE を指定した場合、このハンドラは住所に対

するマップリンクを作成します。このハンドラは、STREET
属性によってソートされます ( 編集モードのみ )。関連する

属性には CITY、ST、POSTALCODE、CO があります。こ

れらの属性を表示する必要がある場合は、このハンドラを
使用する必要があります。

STREET
ST
CITY
POSTALCODE
CO

属性の非表示 選択すると、関連付けられている属性が非表示になります。
この方法は、detail.xsl ドキュメントで使用する属性がリス

トには表示されないようにする場合に便利です。属性が不
要な場合は、このハンドラを使用するのではなく、その属
性を完全に無効にしてください。

USERPASSWORD*
CN*
PHOTOAGREE*

名前の結合 GIVENNAME、INITIALS、および LASTNAME に分割され

たユーザのフルネームを結合します。これらの属性は、す
べて有効かつ編集可能である必要があります。順序は、
LASTNAME テンプレートキーによって制御されます。現

在編集中でない属性は名前結合属性によって非表示になる
ので、詳細見出しのみで表示できます。

GIVENNAME
INITIALS
LASTNAME

バイナリ写真ファイル オブジェクト詳細の見出しに「PHOTO」という文字列を表

示します。編集中は、ファイルを参照できます。このハン
ドラでは、ファイルの保存場所 (LDAP やファイルなど )、
最大ファイルサイズ、ファイル保存パス ( 該当する場合 ) も
指定できます。これらは、UIHandlers.XML で変更できます。

PHOTO*

バイナリビデオファイル オブジェクト詳細の見出しに「VIDEO」という文字列を表

示します。編集中は、ファイルを参照できます。このハン
ドラでは、ファイルの保存場所 (LDAP やファイルなど )、
最大ファイルサイズ、ファイル保存パス ( 該当する場合 ) も
指定できます。これらは、UIHandlers.XML で変更できます。

VIDEO*

バイナリオーディオファイル オブジェクト詳細で AUDIO 属性を再生します。編集中は、

ファイルを参照できます。このハンドラでは、ファイルの
保存場所 (LDAP やファイルなど )、最大ファイルサイズ、

ファイル保存パス ( 該当する場合 ) も指定できます。これ

らは、UIHandlers.XML で変更できます。

AUDIO*

名前 説明 LDAP ディレクトリ構文による

関連付け

テキストボックスの拡大 可能な場合、テキストボックス拡大コントロールを使用し
ます。このコントロールは、Internet Explorer 5.5 以降での

み使用できます。それ以外のブラウザを使用している場合、
eGuide では標準のコントロールが使用されます。

ディレクトリ文字列 *

True/False セレクタ True/False セレクタを表示します。属性が True でも False
でもない場合、このハンドラは現在の値で追加オプション
を作成します。

ブール

名前 説明 属性による関連付け
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識別名セレクタ UIHandlers.XML ファイルで定義される表示属性を使用し

て、識別名 (DN) を表示します。デフォルトでは、これらの

属性は GIVENNAME、INITIALS、LASTNAME です。編集

モードでは、eGuide 管理ユーティリティの［表示設定］で

定義されるリスト属性を使用してユーザを指定できます。

DN*

単一値識別名セレクタ UIHandlers.XMLファイルで定義される表示属性を使用して、

単一値の識別名 (DN) を表示および編集します。デフォルト

では、これらの属性は GIVENNAME、INITIALS、LASTNAME
です。編集モードでは、eGuide 管理ユーティリティの［表

示設定］で定義されるリスト属性を使用してユーザを指定で
きます。

DN

複数値米国電話番号 電話番号が特定の形式で入力されるようにします。この形式
のデフォルトは「(012) 345-6789」ですが、UIHandlers.XML
ファイルで簡単に変更できます。

電話番号

単一値米国電話番号 単一値の電話番号が特定の形式で入力されるようにしま
す。この形式のデフォルトは「(012) 345-6789」ですが、

UIHandlers.XML ファイルで簡単に変更できます。

電話番号 *

単一値国際電話番号 単一値の電話番号が特定の形式で入力されるようにしま
す。この形式のデフォルトは「+0123456789」( オプション

で後ろに数字を追加 ) ですが、UIHandlers.XML ファイルで

簡単に変更できます。

電話番号

単一値オーストラリア
電話番号

単一値の電話番号が特定の形式で入力されるようにしま
す。この形式のデフォルトは「(01) 2345 6789」ですが、

UIHandlers.XML ファイルで簡単に変更できます。

電話番号

True/Falseセレクタ(編集のみ) True/False セレクタを表示します。属性が True でも False
でもない場合、このハンドラは現在の値で追加オプション
を作成します。編集モードでない場合、属性は非表示にな
ります。

ブール *

テキストボックス 表示形式および編集形式の基本的なコントロールを表示し
ます。

ディレクトリ文字列

テキストボックス ( 単一値 ) 編集モードで、単一の文字列のみを入力できるようにします。 ディレクトリ文字列

バイナリファイル オブジェクト詳細から特定のファイルを起動するリンクを
作成します。編集中は、ファイルを参照できます。このハ
ンドラでは、ファイルの保存場所 (LDAP やファイルなど )、
最大ファイルサイズ、ファイル保存パス ( 該当する場合 ) も
指定できます。これらは、UIHandlers.XML で変更できます。

8 進文字列 *

汎用コントロール 構文や属性のキー名に関係なく、すべての属性で使用でき
ます。属性は文字列として扱われ、必要に応じて複数値の
コントロールが表示されます。

他のすべての構文

名前 説明 LDAP ディレクトリ構文による

関連付け
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UI ハンドラの使用

重要 : UI ハンドラを使用するには、eGuide を設定して実行する必要があります。

1 eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［LDAP データ ソース］ を ク リ ッ ク し ます。

2 目的の LDAP データ ソースについて ［編集］ を選択し ます。

3 ［属性］ タブで、 変更する属性を探し、 ［詳細オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

4 目的の UI ハン ド ラ を選択し ます。

5 UI ハン ド ラ を選択し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

既存 UI ハンドラの詳細プロパティの変更

UI ハン ド ラのプロパテ ィ について例を参照または変更するには、
\eGuide\WEB-INF\plugins\eGuide デ ィ レ ク ト リ にあ る UIHandlers.XML フ ァ イルを参照し
て く だ さ い。

ほ と んどの UI ハン ド ラは eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ さ えあれば選択でき ますが、 詳細
な設定に役立つ追加設定も あ り ます。

これら の設定は、UI ハン ド ラ のデータハン ド ラ によ って異な り ます。データハン ド ラ の
説明はこ のマニュ アルに記載されていませんが、 これらの機能はデータハン ド ラ につい
て理解し ていな く て も使用でき ます。 各 UI ハン ド ラ には、 対応するデータハン ド ラ が
あ り ます。 データハン ド ラでは、 LDAP データ ソースに情報を保存し た り 、 LDAP デー
タ ソースか ら情報を取得でき ます。 詳細なプロパテ ィ を使用する と 、 管理者は保存プロ
セス と取得プロセスにおけ る動作を変更でき ます。

た と えば、 異な る属性を使用し て LDAP DN 属性を表示する こ と も でき ます。 抽出され
た属性は、 DN 属性があ るオブジェ ク ト ではな く DN によ って指定されるオブジ ェ ク ト
に保存されます。 そのため、 属性を表示するには、 eGuide によ る追加読み込みの対象と
な る属性を指定する必要があ り ます。

新しい UI ハンドラの作成

独自の UI ハン ド ラ を作成するには、 次の 2 つの基本的手順が必要 と な り ます。

54 ページの 「手順 1: UI ハン ド ラの情報を登録する」

55 ページの 「手順 2: UI ハン ド ラの動作を定義する」

手順 1: UI ハンドラの情報を登録する

eGuide サーバを起動する と 、 \plugins\eGuide デ ィ レ ク ト リ か ら XML フ ァ イルが検索さ
れます。 こ のデ ィ レ ク ト リ 内のフ ァ イルは、eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ で使用でき る UI
ハン ド ラ を定義し ます。 し たがって、 新しい UI ハン ド ラ を作成するか既存の UI ハン ド
ラ を変更するには、 こ のデ ィ レ ク ト リ に新しいフ ァ イルを追加するか既存のフ ァ イルを
変更し ます。 フ ァ イル名に制限はあ り ませんが、 拡張子は .xml でなければな り ません。

定義する必要があ るのは、 UI ハン ド ラ、 ID、 名前、 および説明です。 テンプレー ト キー
または属性構文に対する関連付け も指定する必要があ り ます。これを行 う には、attribute-
name タ グまたは syntax-name タ グを使用し ます。
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こ のハン ド ラ を使用でき る ク ラ イ アン ト を指定する こ と も でき ます。 eGuide 管理ユー
テ ィ リ テ ィ を使用する と、 ハン ド ラ が各種のデバイ ス を動作させる こ と ができ るかど う
か を 簡単に指定で き ま す。 ま た、 必要な 場合は、 multi-valued-enabled、 single-valued-
enabled、 read-write-enabled、 read-only-enabled も指定でき ます。

データハン ド ラ の ク ラ ス名も指定する必要があ り ます。 データハン ド ラ では、 Java ク ラ
ス を使用し て情報の取得 と 保存を行 う 方法を変更で き ます。 た と えば、 完全に別個の
データベースに対し て ク エ リ を行い、 情報を取得する こ と ができ ます。 ただし、 ほ と ん
どの場合は、 次の例に示すよ う にデフ ォル ト のデータハン ド ラ を指定し ます。

次のハンド ラ 定義は、 ユーザタ イ プハンド ラ を作成する ためのサンプルデータ と し て使
用でき ま す。 こ の例は、 \eGuide\web-inf\plugins\eGuide にある Customuihandler.xml ド キュ
メ ント にも 含ま れていま す。コ メ ント を解除し て eGuide を再起動する だけで機能し ま す。

<!-- ATTRIBUTE :User Type Selector -->
<ui-attribute-handler>
   <id>SVUserType</id>
   <attribute-name>USERTYPE</attribute-name>
   <class-name>com.novell.eguide.handler.LabeledURIDataHandler</class-name>

   <client>browser</client>
   <client>pocket</client>

   <multi-valued-enabled/>
   <single-valued-enabled/>
   <read-write-enabled/>
   <read-only-enabled/>

   <display-name-key>User Type Selector</display-name-key>
   <resource-properties-file>eguideresources</resource-properties-file>
</ui-attribute-handler>

XML フ ァ イルで同じ情報を定義し た ら、 eGuide サーバを再起動する必要があ り ます。
これで、 カ ス タ ム UI ハン ド ラ を選択でき る よ う にな り ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト で
ハン ド ラ を表示する と、 関連付け ら れた属性についての警告 メ ッ セージが表示 さ れま
す。 プロセス を完了させるには、 手順 2 を実行し ます。

手順 2: UI ハンドラの動作を定義する

HTML、 JavaScript、 CSS などのブラ ウザ言語を使用し て、 情報の表示や編集を行 う 方法
を定義し ます。

こ の例の場合は、 eGuide\web-inf\templates\xsl\default\browser デ ィ レ ク ト リ にあ る
UIHandlers.xsl フ ァ イルで、 次の部分のコ メ ン ト を解除し ます。

<!-- SV Employee Type -->
<xsl:when test="@uihandler='SVEmployeeType'">
    <tr>
        <xsl:call-template name="LabelTD"/>
        <xsl:choose>
            <xsl:when test="edit='true'">
                <td class="ValueText">
                    <input type="hidden" name="{name}" id="{name}">
                        <xsl:attribute name="value"><![CDATA[<undefined><nochange></nochange></
undefined>]]></xsl:attribute>
                    </input>
                    <select size="1" class="inputTextBox" name="_SV_CTRL_{name}" value="{value}" 
onchange="updateSvXml('document.forms[0]._SV_CTRL_{name}')">
                        <option value="Contract"><xsl:if test="value = 'Contract'"><xsl:attribute 
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name="selected">true</xsl:attribute></xsl:if>Contract</option>
                        <option value="Full Time"><xsl:if test="value = 'Full Time'"><xsl:attribute 
name="selected">true</xsl:attribute></xsl:if>Full Time</option>
                        <option value="Internship"><xsl:if test="value = 
'Internship'"><xsl:attribute name="selected">true</xsl:attribute></xsl:if>Internship</option>
                        <option value="Part Time"><xsl:if test="value = 'Part Time'"><xsl:attribute 
name="selected">true</xsl:attribute></xsl:if>Part Time</option>
                        <option value=""><xsl:if test="value = ''"><xsl:attribute 
name="selected">true</xsl:attribute></xsl:if>(None)</option>
                    </select>
                </td>
            </xsl:when>
            <xsl:otherwise>
                <xsl:call-template name="MSV_GenericTextShowTD"/>
            </xsl:otherwise>
        </xsl:choose>
    </tr>
</xsl:when>

注 : この変更を動作中のシステムに反映させるには、サーバを再起動するか、eGuide 管理ユーティリティの
［レポート中］>［デバッグ］で XML のデバッグを有効にする必要があります。XML デバッグには、テンプ

レートのキャッシングを無効にするという目的と、eGuide の XML 出力をコンソール画面とログファイルに
書き込むという目的があります。ただし、この 2 つの機能を有効にすると、サーバのパフォーマンスが低下
します。

これで、EMPLOYEETYPE 属性の UI ハン ド ラか、テンプレー ト キーを EMPLOYEETYPE
にマ ッ ピ ング し た属性の UI ハン ド ラ を選択でき る よ う にな り ます。
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E eGuide アクションコマンド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Novell® eGuide サーブレ ッ ト にア ク シ ョ ンを指定するパラ メ ータ
について説明し ます。 これらのコマン ド を他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用する と、 eGuide
サーブレ ッ ト と通信でき ます。

アクションコマンドの表示

1 eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ で、 ［デバ ッ グ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［デバ ッ グ］ ページで、 ［デバッ グ］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

3 eGuide のロ グフ ァ イルまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバコ ン ソールで、「Key:」 と い う
部分を探し ます。

すべてのア ク シ ョ ンについて、 URL から渡された値 と ［Post( ポス ト )］ フ ォームを
通し て渡された値が 「Key: 名前 = 値」 と い う 形式で出力されています。

コマンドのパラメータと例

アクションなし

匿名モー ド でコマン ド ラ イ ンから ア ク シ ョ ンな し を実行する と 、eGuideForm ア ク シ ョ ン
が起動し ます。 eGuide が強制認証モード になっている場合は、 AuthForm がロード され
ます。

パラメータ

こ のコマン ド にパラ メ ータはあ り ません。

例

http://www.domainname.com/eGuide/servlet/eGuide

AuthForm

eGuide が強制認証モー ド になっている と きのデフ ォル ト ア ク シ ョ ンです。 ロ グ イ ンペー
ジの初期フ レームを設定し、 authform.xsl を使用し て AuthHeader および AuthBody に対
する ア ク シ ョ ンを開始し ます。

パラメータ

パラメータ 説明

Action=AuthForm

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context
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例

強制認証モー ド :

   http://www.domainname.com/eGuide/servlet/eGuide

強制認証モー ド のみ :

   http://www.domainname.com/eGuide/servlet/eGuide?Action=AuthForm

注 : フレームがないテーマを作成する場合は、authform.xsl で AuthHeader と AuthBody に対するリンクを削
除します。認証プロセスではデフォルトで authbody.xsl がロードされるので、同じ情報が authform.xsl と

authbody.xsl に含まれている必要があります。

AuthHeader

フ レームの設定を完了 させる ために AuthForm の後で呼び出さ れます。 デフ ォル ト で
authheader.xsl フ ァ イルがロード されます。

パラメータ

例

強制認証モー ド のみ :

   eGuide?Action=AuthHeader&User.context=rgyadiof

AuthBody

メ イ ン と な る認証 HTML ページを設定するために呼び出されます。 eGuide が匿名モー
ド になっている と きに Login ア ク シ ョ ンを使用する と、 ア ク セスでき ます。 デフ ォル ト
で authbody.xsl フ ァ イルがロード されます。

パラメータ

例

強制認証モー ド のみ :

   eGuide?Action=AuthBody&User.context=rgyadiof

匿名モー ド :

   eGuide?Action=Login&User.context=rgyadiof

パラメータ 説明

Action=AuthHeader

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

パラメータ 説明

Action=AuthBody

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context
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Detail.get

指定し たデ ィ レ ク ト リ にあ る LDAP エン ト リ の詳細を表示し ます。

パラメータ

例

eGuide?User.context=rytuUjkhhkAi&Action=Detail.get&User.dn=cn=userid,ou=org
,o=Novell&Directory.uid=Extensive&amp;Object.uid=USER'

DetailEdit

59 ページの 「Detail.get」 を参照し て、 ア ク シ ョ ンを目的のア ク シ ョ ンに置き換えて く だ
さい。 唯一の相違は、 こ のア ク シ ョ ンでは XML ド キ ュ メ ン ト に情報が追加されている
と い う 点です。

DetailModify

59 ページの 「Detail.get」 を参照し て、 ア ク シ ョ ンを目的のア ク シ ョ ンに置き換えて く だ
さい。 唯一の相違は、 こ のア ク シ ョ ンでは XML ド キ ュ メ ン ト に情報が追加されている
と い う 点です。

DetailUpdate

デ ィ レ ク ト リ 内の LDAP エン ト リ を更新し、 結果を戻し ます。

注 : 変更対象の属性は、属性と値によるキー名で eGuide に戻されます。値は XML 形式で作成し、CDATA タ

グで閉じる必要があります。値に「nochange」というキーワードがある場合、属性は無視され、更新されま
せん。

パラメータ 説明

Action=Detail.get アクション

User.dn=cn=name,ou=name2,o=novell エントリの識別名

Directory.uid=DirectoryName この名前については、eGuide のシステム管理者

に問い合わせてください

Object.uid=USER エントリが定義されているカテゴリ

オプションのパラメータ 説明

User.context= セッション制御

stsh=other.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

RecurseDN=false DN を読み込み、DN で定義されている情報を戻し

ます
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パラメータ

例

<form action="eGuide?&Action=DetailUpdate method="post" >
     <input name=Directory.uid type=hidden value="novell">
     <input name="User.context" type="hidden" value="eiadyda">
     <input name="Object.uid" type="hidden" value="USER">
     <input name="User.dn" type="hidden" value="cn=name,ou=organUnit,o=novell">
     <input name="TITLE" type="text" value="<undefined><value> <![CDATA[new value]]>
</value> </undefined>" >
</form>

eGuideForm

匿名モー ド になっている と きや、 強制認証モー ド の認証プロセス後におけ るデフ ォル ト
ア ク シ ョ ンです。

パラメータ

パラメータ 説明

Action=DetailUpdate アクション

User.dn=cn=name,ou=name2,o=novell エントリの識別名

Directory.uid=DirectoryName この名前については、eGuide のシステム管理者に

問い合わせてください

Object.uid=USER エントリが定義されているカテゴリ

AttributeKeyName=<undefined><value><![CDA
TA[new value]]</value></undefined>

オプションのパラメータ 説明

User.context= セッション制御

stsh=other.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

RecurseDN=false DN をユーザ情報に置き換えます。デフォルトは

「True」です。

パラメータ 説明

Action= eGuideForm アクション

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

オプションのパラメータ 説明

stsh=otherform.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します
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例

匿名モー ド :

eGuide

または

eGuide?Action=eGuideForm&User.context=rgyadiof&stsh=otherform.xsl

eGuideHeader

eguideform.xsl フ ァ イルか ら呼び出され、 eGuide の検索カテゴ リ と 属性を設定し ます。

パラメータ

例

eGuide

または

eGuide?Action=eGuideForm&User.context=rgyadiof&stsh=otherform.xsl

eGuide.verifyCredentials

デ ィ レ ク ト リ に対する認証接続 と ユーザのアカ ウ ン ト 情報の確認のために、 認証プロ セ
スで使用されます。

パラメータ

パラメータ 説明

Action=eGuideHeader アクション

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

Search.rows=1 デフォルトで表示する検索行の数

オプションのパラメータ 説明

stsh=otherform.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

パラメータ 説明

Action=eGuide.verifyCredentials アクション

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

Value1= 認証対象のユーザの DN

Value2= パスワード
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例

eGuide?eGuide.verifyCredentials&User.context=rypxSbuoirAi&DN=cn=Admin,o=nov
ell

eGuide.verifyNewPassword

パス ワー ド が期限切れにな っていて再設定が必要であ る こ と がわかった場合に使用さ
れます。

パラメータ

例

eGuide?Action=eGuide.verifyNewPassword&User.context=rypxSbuoirAi&OldPasswor
d=old &Value1=new psswrd&Value2=new psswrd

eGuide.selectContext

同じ ロ グ イ ン ID のユーザが複数見つかった場合に認証プロ セスで使用されます。

パラメータ

例

eGuide?eGuide.selectContext&User.context=rypxSbuoirAi&DN=cn=Admin,o=novell

オプションのパラメータ 説明

RememberUserInfo=true 「true」の場合、アカウント情報を cookie としてブ

ラウザで保存します。

パラメータ 説明

Action=eGuide.verifyNewPassword アクション

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

OldPassword= 古いパスワード

Value1= パスワード

Value2= パスワード

パラメータ 説明

Action=eGuide.selectContext アクション

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

DN=cn=name,o=container 認証対象として選択した DN
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List.get
指定し た フ ィ ル タ に よ る検索 リ ク エス ト です。 結果は リ ス ト に ま と め ら れます。 検索
フ ィ ルタは、eGuide 管理ユーテ ィ リ テ ィ で設定し たデ ィ レ ク ト リ の一部またはすべてに
対し て適用されます。 値のセ ッ ト よ り 大き な リ ス ト をキ ャ ッ シ ュするには、 max キーを
使用し ます。 キ ャ ッ シ ュ される リ ス ト については、 次の List.get ア ク シ ョ ンを参照し て
く だ さい。

パラメータ

例

<form action="eGuide?&Action=List.get&Object.uid=USER&User.context=" method="post" >
 <input name="Search.attributes" type="hidden" value="GIVENNAME,LASTNAME,DEPARTMENT">
  <input name="Primary.sortkey" type="hidden" value="LASTNAME">
  <input name="Secondary.sortkey" type="hidden" value="GIVENNAME">
 <select name="crit1">
  <option value="co">contains</option>
  <option value="eq">equals</option>
  <option selected="true" value="sw">starts with</option>
 </select>
 <select name="attr1">
  <option value="GIVENNAME">First Name</option>
  <option selected="true" value="LASTNAME">Last Name</option>
 </select>
 <input size="20" type="text" name="val1">
 <input type="Submit">
</form>

パラメータ 説明

Action=list.get アクション

val1=value 検索する値

attr1=attribute 属性キー名

crit1=sw 値の評価に使用する条件

Object.uid=USER 検索カテゴリ

Search.attributes=attr1,attr2,attr3,... 検索で戻された属性

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの
User.context

Primary.sortkey=attr1 リストのソート順序の決定に使用される最初
の属性

Secondary.sortkey=attr2 リストのソート順序の決定に使用される2番目

の属性

max=20 ブラウザ上で一度に表示する数。これにより、
エンドユーザに対するリクエストが高速にな
ります

stsh=otherform.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します
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List.get ( キャッシュされたリスト )
こ のア ク シ ョ ンで max パラ メ ータ と start パラ メ ータ を使用する と、 前にキ ャ ッ シ ュ さ
れた リ ス ト か ら情報を取得で き ます。 キ ャ ッ シ ュ さ れた リ ス ト を使用する と、 エン ド
ユーザのパフ ォーマン スが著し く 向上し ます。 ユーザのセ ッ シ ョ ンで結果をキ ャ ッ シ ュ
するには、元の list.get リ ク エス ト で max パラ メ ータ を指定する必要があ り ます。キ ャ ッ
シ ュ された リ ス ト 内の開始位置を指定するには、 start 値を使用し ます。 先頭の値を指定
するには、 XML フ ァ イルで prev 値 と next 値を使用し ます。

パラメータ

例

eGuide?Action=list.get&max=20&start=20&User.context=rypxSbuoirAi

List.get( 詳細 )
指定し たフ ィ ルタによ る検索 リ ク エス ト です。 結果は リ ス ト にま と められます。 詳細な
リ ス ト は、 任意の数の値 と属性を ク エ リ で送信し て検索フ ィ ルタ を定義でき る と い う 点
において、 リ ス ト と異な り ます。 任意の数の値 ( パラ メ ータ val1、 val2、 val3) を送信す
るには、 同じ数の属性 (attr1、 attr2、 attr3) と 条件 (crit1、 crit2、 crit3) を送信する必要があ
り ます。 属性、 条件、 値のセ ッ ト は、 ブール値 (aoval1) で区切る必要があ り ます。

パラメータ

パラメータ 説明

Action=list.get アクション

start=100 リスト内の次の開始位置

max=20 ブラウザ上で一度に表示する数。これにより、エンドユー
ザに対するリクエストが高速になります

オプションのパラメータ 説明

stsh=otherform.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

パラメータ 説明

Action=list.get アクション

val1=valu1&val2=val2&val3=value3

attr1=attribute&attr2=attribute&attr3=
attribute3

crit1=sw&crit2=cq&crit3=sw

Object.uid=USER 検索カテゴリ

Search.attributes=attr1,attr2,attr3,... 検索で戻された属性
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Login

通常は、 eGuide が匿名モード になっている と きの認証で呼び出されます。 認証プロセス
が起動し、 authbody.xsl ス タ イルシー ト がロード されます。

パラメータ

例

eGuide?Action=Login&User.context=rypxSbuoirAi

OrgChart

Listアク ショ ンと Detailsアク ショ ンの組み合わせです。マネージャ の情報は指定し たディ
レ ク ト リ から 取得さ れま すが、 部下の情報は複数のディ レ ク ト リ から 取得でき ま す。

パラメータ

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

Primary.sortkey=attr1 リストのソート順序の決定に使用される最初の属性

Secondary.sortkey=attr2 リストのソート順序の決定に使用される 2 番目の属性

aoval1=and 高度な検索で複数の値を検索するときに定義します

max=20 ブラウザ上で一度に表示する数を指定します。これによ
り、エンドユーザに対するリクエストが高速になります

stsh=otherform.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

パラメータ 説明

Action=Login アクション

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

パラメータ 説明

Action=Org.Chart アクション

Directory.uid=DirectoryName

Manager.dn=cn=userid,o=org,o=novell

attr1=Manager

crit1=eq
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例

eGuide?User.context=rytuUjkhhkAi&Action=Org.Chart&Directory.uid=Extensive&U
ser.dn=cn=nbjensen,ou=eGuide,ou=Demo,o=Novell&Object.uid=USER&Search.attrib
utes=GIVENNAME,INITIALS,LASTNAME,EMAIL,TITLE,ORGCHARTPARENTDN,ORGCHARTISPAR
ENT,&attr1=MANAGER&crit1=eq&Manager.dn=cn=Bgarrett,ou=eGuide,ou=Demo,o=Nove
ll&val1=cn=Bgarrett,ou=eGuide,ou=Demo,o=Novell

OrgChartUpdate

ORCHARTPARENT キーにマ ッ ピ ング された属性を更新する ために使用されます。

パラメータ

val1=cn=userid,o=org,o=novell

Search.attributes=GIVENNAME,LAST
NAME,ORGCHARTPARENTDN,ORG
CHARTISPARENT

Object.uid=USER

User.dn=cn=userid,ou=org,o=novell

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

stsh=other.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

RecurseDN=false ユーザ情報を戻します。デフォルトは「true」です。

パラメータ 説明

Action=Org.Chart アクション

Directory.uid=DirectoryName

Manager.dn=cn=userid,o=org,o=novell

attr1=Manager

crit1=eq

val1=cn=userid,o=org,o=novell

Search.attributes=GIVENNAME,LAST
NAME,ORGCHARTPARENTDN,ORG
CHARTISPARENT

Object.uid=USER

TargetDN=cn=userid,ou=org,o=novell 変更を行うユーザ

パラメータ 説明
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例

65 ページの 「OrgChart」 を参照し て、 TargetDN、 AttrTargetValue、 AttrTargetName をパラ
メ ータ と し て追加し て く だ さい。

PasswordModify

パス ワー ド を変更するページの表示を設定するために使用されます。 エン ド ユーザに表
示されるページは、 そのユーザの役割に基づいて決定されます。 eGuide 管理ユーテ ィ リ
テ ィ で設定されるユーザ管理者のページや、 他のユーザのパス ワード を変更する役割を
持つユーザのページには、2 つの入力フ ィ ール ド があ り ます。通常のエン ド ユーザのペー
ジには、 3 つの入力フ ィ ール ド があ り ます。

パラメータ

AttrTargetValue=cn=admin,o=novell 変更する値

AttrTargetName=ORGCHARTPAREN
TDN

更新する属性キー名

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

stsh=other.xsl デフォルト以外のスタイルシートを指定します

RecurseDN=false ユーザ情報を戻します。デフォルトは「true」です。

パラメータ 説明

Action=PasswordModify アクション

User.dn=cn=name,ou=name2,o=novell エントリの識別名

Directory.uid=DirectoryName この名前については、eGuide のシステム管理者に問い合わ

せてください

Object.uid=USER エントリが定義されているカテゴリ

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

パラメータ 説明
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PasswordUpdate

パス ワー ド を更新するページの表示を設定するために使用されます。

パラメータ

PhotoModify

写真の追加ま たは削除 と 公開許可に対する同意をエン ド ユーザが行 う ページの表示を
設定し ます。

パラメータ

注 : 現在のユーザのセッションを追跡するために User.context が使用されます。User.context パラメータは、

初回のリクエストでは省略できますが、以後のページには含める必要があります。

パラメータ 説明

Action=PasswordUpdate アクション

User.dn=cn=name,ou=name2,o=novell エントリの識別名

Directory.uid=DirectoryName この名前については、eGuide のシステム管理者に問い合わ

せてください

Object.uid=USER エントリが定義されているカテゴリ

Value1= 新しいパスワード

Value2= 新しいパスワード

OldPassword= 古いパスワード

オプションのパラメータ 説明

User.context=rypxSbuoirAi 新しいセッションを作成するブランクの User.context

パラメータ 説明

Action=PhotoModify アクション

User.dn=cn=name,ou=name2,o=novell エントリの識別名

Directory.uid=DirectoryName この名前については、eGuide のシステム管理者に問い合わ

せてください

Object.uid=USER エントリが定義されているカテゴリ

オプションのパラメータ 説明

User.context= セッション制御

RecurseDN=false ユーザ情報を戻します。デフォルトは「true」です。
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